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▪主な内容▪

特集　東北地方太平洋沖地震被災者の皆さんにお見舞い申し上げます････②
　　　平成23年度のまちづくり････････････････････････････④　　
　　　地域で暮らす高齢者を応援するサービス･･････････････⑧
みんなの広場････････････････････････････････････････････⑫　　
　人の森／菅野早也香さん　
　北広ひとつまみ／市長室探訪　
お知らせ････････････････････････････････････････････････⑲
ふれあい通信････････････････････････････････････････････㉙　

　　出番を待つアザレア・北原園芸（西の里）

2011.４
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

被
災
者
の
皆
さ
ん
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ん
、
被
災
地
に
ご
家
族
・
ご
親
戚
が
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
夜
を
問
わ
ず
人
命
救
助
な
ど
に
当
た
っ
て

い
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　　

被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
３
月
16
日
〜
21
日

に
、
緊
急
消
防
援
助
隊
北
海
道
隊
の
２
次
派
遣
と
し
て

消
防
職
員
３
人
を
宮
城
県
石
巻
市
に
派
遣
し
た
ほ
か
、

３
月
19
日
に
、
備
蓄
し
て
い
る
食
料
、
お
む
つ
、
毛
布

な
ど
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
水
道
・
下
水
道
の
応
急
復
旧
の
た
め
の
職

員
派
遣
や
被
災
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
、
北
海
道
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
義
援
金
２
０
０
万
円
を
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
関
係
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

義
援
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
役
所
窓

口
や
街
頭
募
金
な
ど
で
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
と
中
央
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
被
災
地
に

送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
地
震
で
、
当
市
で
も
震
度
３
の
揺
れ
を
観
測
し

ま
し
た
。
発
生
後
、
直
ち
に
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
道
路
や
橋
を
含
む
公
共
施
設
の
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
３
月
17
日
現
在
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
被
害
の
報
告
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
最
初
の
地
震
か
ら
１
カ
月
は
余
震
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
し

っ
か
り
と
し
、
も
し
も
の
時
は
落
ち
着
い
て
行
動
さ
れ

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

北
広
島
市
長　
　

上　

野　

正　

三

　郵便局から手数料無料で送金できます。日赤北
広島市地区と北広島市共同募金委員会（いずれも
社会福祉協議会内）、市役所案内、福祉課、各出
張所、団地住民センター、エルフィンパークでも
受け付けます。物品は受け付けません。
＊市役所閉庁時は、宿直室で受け付けます。
＊市役所案内と宿直室での受け付けは、受領書が
発行できません。必要な方は、その他の窓口に義
援金をお持ちください。 

日本赤十字社などでは、東北地方太平洋沖地震被災地
への義援金を受け付けています

  「売却して義援金にする」などと言って貴金属
を提供するよう求めたり、「金融庁の依頼を受
けた」などと言って関係のない銀行口座への送
金を求めたりするなど、不審な訪問・電話など
が道内でも相次いでいます。このような求めに
応じることがないよう、くれぐれも注意してく
ださい。

義援金詐欺にご注意ください義援金詐欺にご注意ください



■問合せ　危機管理課（☎ 372-3311 内線 652）

名称 所在地 電話番号
東
部
地
区

東部小学校 中央４丁目4 372-3511
北の台小学校 共栄町４丁目6-1 373-3500
東部中学校 美咲き野１丁目12-1 372-3030
北広島高校 共栄305-3 372-2281
総合体育館 共栄315-2 372-0808
中央公民館 朝日町５丁目1-1 373-0101
東記念館 朝日町５丁目1-2 373-2171
稲穂保育園 稲穂町東１丁目6-1 373-7432

北
広
島
団
地
地
区

緑陽小学校 緑陽町１丁目2 373-6447
緑陽中学校 緑陽町３丁目4 372-2239
高台小学校 高台町２丁目1 373-3330
すずらん保育園 高台町７丁目4 372-2277
団地住民センター 泉町１丁目1 372-0676
若葉小学校 若葉町３丁目12 373-5665
広葉小学校 広葉町３丁目1 373-2801
広葉中学校 広葉町５丁目1 373-4918
すみれ保育園 広葉町２丁目4-1 373-5660

西
の
里
地
区

西の里小学校 西の里401 375-2520
西の里中学校 西の里790-1 375-2843
西の里ファミリー体育館 西の里南１丁目2-3 375-2933
西の里会館 西の里南１丁目2-2 375-3469
北広島西高校 西の里東３丁目3-3 375-2771
札幌日大高校 虹ヶ丘５丁目7-1 375-2611

大
曲
地
区

大曲小学校 大曲柏葉２丁目14-6 376-2253
大曲東小学校 大曲光２丁目8 377-7000
大曲中学校 大曲中央２丁目4-1 376-2354
大曲ファミリー体育館 大曲中央２丁目4-3 377-3309
大曲会館 大曲中央２丁目4-5 376-3964
大曲ふれあいプラザ 大曲工業団地７丁

目3-1
376-4599

夢プラザ 大曲370-2 370-7373
西
部
地
区

西部小学校 輪厚508-3 376-2104
西部中学校 輪厚中央１丁目12 376-2252
輪厚児童体育館 輪厚中央４丁目12-19 376-3380

北海道防災対策支援システム　災害情報などを電子メー
ルで配信するサービスです。事前に登録が必要です
●携帯電話から＝http://www.bousai-hokkaido.jp/mobile/
●パソコンから＝ http://www2.bousai-hokkaido.jp/
１
い な い

７１番　ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル　安否確認や連絡
ができる声の伝言版です。被災地との電話がつながりに
くくなったときにサービスが開始されます。公衆電話や
携帯電話からも利用できます
ＦＭメイプル　79.9MHz　市では北広島エフエム放送㈱
と協定を結び、災害時には非常放送をすることとしてい
ます

家具の転倒防止　寝室や居間、乳幼児がいる部屋には家
具を置かないようにしましょう。また家具や屋外のガス
ボンベは、ビスなどでしっかり壁に固定しましょう
家族会議　家族の役割分担や、はぐれたときの集合場所
などを決めておきましょう
食料・飲料水の備蓄　非常食（乾パンや缶詰など）は３
日分、水は１人当たり１日３リットルを、最低３日分用
意しておきましょう。常に風呂に水を張っておくことも
有効です

まず身を守る　丈夫な机の下など、安全な場所に避難し
ましょう
情報確認　近所の人と声を掛け合って安全を確かめまし
ょう。また、ラジオなどで情報を集めましょう
火の始末　こんろやストーブの火を素早く消しましょう。
火が出たら慌てずに初期消火をしましょう。ただし、無
理は絶対にしないでください
出口の確保　ドアや窓を開け、出口を確保しましょう。
家がゆがんで開かなくなることがあります
避難所への移動　ガスの元栓を閉め、電気のブレーカー
を切り、家族への連絡メモを残しましょう。持ち物は少
なくし、徒歩で移動しましょう

　住居を失ったり、命に危険が及んだりする可能性があ
るときに避難する施設です。休日などに自宅から歩いて
みましょう。川やがけ

4 4

に近い道、橋などは避け、安全な
ルートを複数確認しておきましょう。

避難場所を確認しましょう
もう一度

　地震に備え、もう一度家族で確認しましょう。
　なお、食料やガソリンなどは必要な分だけを購入しましょう。在庫
が不足しているため消費者が買い占めてしまい、それがさらなる在庫
不足につながる悪循環が全国で発生しています。被災地に必要な物資
が届かない原因になります。
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４
月
か
ら
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
北
広
島
市
総
合
計
画

（
第
５
次
）
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
作
成
し
た
計
画
で
す
。

私
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
考
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
や
希
望
を
反
映
し
、

質
の
高
い
地
域
社
会
を
目
指
す
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
現
在
の
人
口
を
維
持

し
、
さ
ら
に
増
加
を
目
指
す
た
め
、
「
子

育
て
支
援
・
人
づ
く
り
」
「
に
ぎ
わ
い
・

魅
力
づ
く
り
」
「
住
み
た
く
な
る
地
域
づ

く
り
」
な
ど
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
地
域
の
活
性
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
度
か

ら
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支
援

の
充
実
や
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
以
降
、
市
内
や
近
郊
を
震

源
地
と
す
る
直
下
型
地
震
や
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
を
急
ぎ
ま
す
。
同
時

に
快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を
充
実
す
る
た
め
、

雪
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
「
生
活
に
潤
い
を
与
え
て

く
れ
る
豊
か
な
自
然
」
と
答
え
ま
す
。
こ

の
自
然
は
、
先
人
た
ち
が
大
切
な
財
産
と

し
て
守
り
、
育
て
、
残
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
市
を
取
り
巻
く
状
況
や
こ
れ
か
ら
進

む
未
来
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
苦
労
に

学
び
、
そ
の
思
い
を
糧
と
し
て
「
ふ
る
さ

と
北
広
島
」
を
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
」
と
言
わ
れ
る
魅
力
あ
る

北
広
島
市
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

北
広
島
市
長　

上　

野　

正　

三

　１年間のお金の使い方をまとめた市の平成23年度予算
が、２月21日～３月17日に行われた市議会第１回定例会
で可決されました。
　平成23年度予算の概要と、主な事業をお知らせします。西の里きらきら保育園の皆さんに

協力してもらいました

④広報 北広島－2011.4.1



　予算は、１年間の収入と支出の見込みを表すものです。一般会計予算総額は、前年度より４
億2,971万円少ない197億3,584万円となりました。

一般会計　197億3,584万円
国民健康保険事業　62億8,626万円
　　　下水道事業　20億0,501万円
　　　　霊園事業　　　4,887万円
　　　　介護保険　32億2,093万円
　後期高齢者医療　６億1,427万円

特別会計　121億7,534万円 企業会計
15億
8,074万円

個人住民税など、 4,010万円（１％）の減
少を見込んでいます。

市税 72億1,297万円

地方交付税
38億5,440万円

国・道支出金
40億7,302万円

市債 18億9,040万円

その他
27億0,505万円

民生費 68億0,309万円

土木費 17億7,620万円

教育費 16億2,412万円

公債費 24億6,407万円

職員費 40億0,908万円

その他 30億5,928万円

特定の経費を一般会計と区別
して処理するための会計

独立採算制で運営する会計。
当市には水道会計があります

福祉や教育など、市政運営の
基本的な経費を計上する会計

国で地方交付税総額約5,000億円の増額が
行われました。３億1,910万円（９％）の
増加を見込んでいます。

＊額の比較はすべて前年度当初予算比。数値は項目ごとに四捨五入などで省略しています。

臨時財政対策債など、７億6,370万円（29
％）減少しました。
臨時財政対策債とは？
地方の財源不足を補てんするため、特例的に
認められる地方債のことです。一時的に市債
として発行し、全額が後に地方交付税として
国から措置されます。

次のページから、具体的な取り組みを紹介します

子育て支援や高齢者・児童福祉関係経費な
ど、７億0,001万円（12％）増加しました。

このうち衛生費は、資源リサイクルセンタ
ーやバイオガス化処理施設の整備が終了し
たため、７億3,096万円（38％）減少しま
した。

西の里公営住宅の建設などが終了し、４億
 1,428万円（19％）減少しました。
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保護者の就業はもちろん、急病、育児疲れなどで一時的な保育が
必要な場合に、保育園で一時預かりを実施しています。今年度か
ら、すみれ保育園で、就業を理由とする場合に限り日曜・祝日も
一時預かりが利用できるよう、事業を拡大します。

保育園一時預かり事業 634万円

このほかに　健康づくり計画の作成（130万円）、障がい者の雇用創出（501万円）など

共働き世帯やひとり親世帯の子ど
もが病気になっても、保護者が就
業などができるよう、登録会員が
子どもを預かります。

病児の緊急預かり 180万円

待機児童を解消するため、新設す
る私立認可保育園に対し運営費な
どを援助します。

私立認可保育園の開設
7,148万円

市民ボランティアが、子どもの遊
び相手や保護者の相談に応じます。
子育ての不安を緩和し、子どもの
健やかな成長を支援します。

シルバー子育てサポート事業
16万円

実施設計を行います。

東部小学校体育館の
地震補強・大規模改造

230万円

調査と実施設計を行います。

西部中学校体育館の改築
1,176万円学校支援コーディネーターが市民ボランティアなどと協力し、地

域で学校を支え、子どもを育てる体制をつくります。これまで東
部地区に学校支援コーディネーターを設置していましたが、組織
化し全市的に取り組みます。

学校支援地域本部の設置 393万円

家庭から出る生ごみのバイオガス化処理を実施し
ます。

生ごみ処理 9,914万円
新庁舎への移転に向けた実施設計などを行います。
消防署大曲出張所庁舎の建設 1,309万円

このほかに　第３期最終処分場閉鎖事業（925万円）、街区公園の整備（2,008万円）など

このほかに　外国語指導助手の活用（356万円）、北広島団地内小学校の統合準備（3,494万円）など

　学校支援コーディネーターは、学校と地域をつなぐ架け橋です。
例えば学校から「空手の先生」の依頼があれば、市内でボランテ
ィア登録している方の中からふさわしい方を
探します。
　子どもたちには、地域の方と仲良くなるこ
とで社会性を身に付け、心も豊かになってほ
しいと思います。
　私も皆さんの役に立てるよう頑張ります。

学校支援コーディネーター
　伊藤登喜子さん

　４歳の息子を保育園に預けています。午後６時半～７時半の延
長保育も利用しています。接客業のため日曜・祝日は忙しいので
すが、今までは休まなければなりませんで
した。一時預かりが拡大されると知った時
はうれしかったです。
　これからも、より子育てしやすい環境整
備を期待しています。

柳千里さん（輝美町）

今年度予算で行われる取り組みの一部を紹介します。

働いてる親にうれしい！

地域で子どもを育てる大切さ
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農産物の直売や体験型農業などのグリーンツーリズムを市内外に
紹介し、農業と地域経済を活性化します。

グリーンツーリズムの推進 49万円

高齢者や季節労働者、新規学卒者
の雇用創出や支援などを実施します。

雇用対策 １億1,129万円

輪厚工業団地などに企業を誘致す
ることで、地域経済の活性化や雇
用を創出し、活力あるまちづくり
を目指します。

企業誘致の推進 86万円

共栄第２団地と北の台団地の建て替
えに向け、現況測量と実施設計を行
います。

市営住宅共栄団地の建て替え 2,351万円
●輪厚中の沢線と西の里小学校通
　線の歩道
●西の里中央通線と大曲幸１号線、
　南ヶ丘４号線
●大曲・輪厚・西の里地区の生活
　道路

道路整備 ２億6,410万円

実施設計を行います。
農民研修センターのエレベーター設置 223万円

このほかに　男女共同参画の推進（75万円）、市民による公益活動の促進（511万円）など

このほかに　野菜づくり講座（19万円）、空き店舗の利用促進（180万円）など

このほかに　公営住宅長寿命化計画の作成（362万円）、除雪車などの新規購入（8,464万円）など

　私たちの農園には、市内外からたくさんの方がいちご狩りにや
って来ます。訪れた方は、まず最初に「すごく広い！」と驚きま
す。子どもたちは元気に走り回り、楽しそうに自分の手でいちご
を摘み取ります。今年からブルーベリー狩りも始めるので、そち
らでも楽しんでもらえたらと思います。

　北広島には、寒地稲作の起源となった
赤毛種米や　大根など、他市町村に自
慢できる独自の農産物が数多くあります。
自然が豊かなことも魅力の一つです。こ
のような魅力をもっと多くの方に知って
ほしいです。

まきばの店　佐々木珠恵さん

北広島の魅力をみんなに知ってほしい

　老人クラブ西部寿会は、総会や例会、誕生会などで農民研修セ
ンターをよく利用します。会員は高齢者が多く、最高齢は92歳で
す。会員数が多いため２階の大きい部屋を使うことになるのです
が、階段を上れない会員も増えてきました。ほかにこの施設を利

用している団体も、同じ問題に悩ん
でいたようです。
　階段を上れなくて参加できなかっ
た方も、エレベーターがあれば積極
的に活動できるのではないでしょう
か。設置が決まって本当にうれしい
です。

西部寿会会長　樋口憲
あきら

さん

階段を上れない仲間も参加できるようになります

新庁舎の建設に向けた基本構想を
作成します。

新庁舎建設事業 60万円

北広島独自の特産品などを研究・
開発し、市内外に発信します。

きたひろしま
シティセールスの推進

341万円

○広

⑦

■問合せ　政策調整課（☎372‒3311内線 771）
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訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

対
象　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
か
重
度
の

障
が
い
者

内
容　

理
容
師
が
訪
問
し
て
散
髪
し
ま
す
。
自

己
負
担
は
１
回
１
０
０
０
円
で
、
年
６
回
ま
で

利
用
で
き
ま
す

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

対
象　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
か
重
度
の
障
が

い
者

内
容　

急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
を
通
報
で
き
る

装
置
や
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
発
信
機
を
貸
し
出
し

ま
す
。
熱
・
煙
・
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
も
一
緒
に
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す

　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

対
象　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
し
ま
す
。
健
康

状
態
や
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す

　

日
常
生
活
用
具

対
象　

一
人
暮
ら
し
で
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必

要
な
高
齢
者

内
容　

電
磁
調
理
器
や
火
災
警
報
器
、
自
動
消

火
器
を
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
回
線
を
貸

し
出
し
ま
す
。
品
目
に
よ
っ
て
は
、
所
得
に
応

じ
て
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す

　

お
試
し
在
宅
サ
ー
ビ
ス

対
象　

要
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護
保
険
施
設

や
医
療
機
関
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
高
齢
者

内
容　

在
宅
を
目
指
し
て
一
時
帰
宅
す
る
と
き

に
、
介
護
保
険
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
自
己
負
担
は
掛
か
っ
た
経
費
の
１
割

で
す
。
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　　

い
ど
こ
ろ
発
信
シ
ス
テ
ム
導
入
費
の
補
助

対
象　

認
知
症
な
ど
で
徘は

い
か
い徊

す
る
40
歳
以
上
の

方
を
、
在
宅
で
介
護
す
る
場
合

内
容　

居
場
所
を
確
認
で
き
る
検
索
シ
ス
テ
ム

名称・住所・電話番号 担当地区
きた高齢者支援センター
   （西の里347-4・☎375-5888）

●共栄、共栄町、東共栄、北の
里、美咲き野
●西の里・虹ヶ丘地区

ひがし高齢者支援センター
   （新富町西１丁目1-12・☎211-8520）

●美沢、中央、朝日町、稲穂町
西・東、新富町西・東、南の里、
東の里、中の沢

みなみ高齢者支援センター
   （白樺町１丁目8-2 地域交流ホ
ームふれて１階・☎372-8110）

●北広島団地地区
●富ヶ岡

にし高齢者支援センター
   （大曲南ヶ丘１丁目1-5・☎370-3922）

●大曲地区
●西部地区

介護の相談は、お近くの
高齢者支援センターへ
介護・健康・医療など、高齢者
や家族からのさまざまな相談に
保健師や社会福祉士、主任介護
支援専門員などが応じます。移転し

ました

＊このほか、市役所高齢者支援課では、介護保険や介護予防のためのサービス、
虐待の相談を受け付けています。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス

対
象　

食
事
を
作
る
の
が
困
難
な
高
齢
者
か
障

が
い
者
だ
け
の
世
帯

内
容　

夕
食
の
弁
当
を
届
け
ま
す
。
１
食
４
０

０
円
で
、
年
末
年
始
を
除
き
毎
日
利
用
で
き
ま
す

自
宅
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス

配食サービス。ボランティアなどの皆さんが玄関先
で夕食を手渡します。本人に直接会い、会話するこ
とで様子が確認できます。

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

を
応
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
健
康
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
介
護
保
険
以
外
の
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
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端
末
機
を
導
入
す
る
と
き
の
経
費
を
補
助
し
ま

す
（
限
度
額
は
７
０
０
０
円
）

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
置
費
の
補
助

対
象　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
か
重
度
の
障
が
い

者
だ
け
の
世
帯

内
容　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
設
置
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
額
は
設
置
費

の
３
分
の
２
（
限
度
額
は
20
万
円
）
で
す
。
申

し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
降
雪
期
ま

で
工
事
を
終
え
る
た
め
、
10
月
31
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

車
い
す
の
無
料
貸
し
出
し

対
象　

通
院
や
病
院
な
ど
か
ら
の
一
時
帰
宅
、

散
歩
な
ど
で
一
時
的
に
車
い
す
を
必
要
と
す
る
方

内
容　

最
長
６
カ
月
間
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
場
所
は
、
市
役
所
各
出
張
所
・
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー
・
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
・
中
央
公
民

館
・
夢
プ
ラ
ザ
・
社
会
福
祉
協
議
会
で
す

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
372
〜
１
６
９
８
）

　

紙
お
む
つ
購
入
費
の
補
助

対
象　

在
宅
で
寝
た
き
り
な
ど
の
た
め
に
、
紙

お
む
つ
が
必
要
な
高
齢
者
か
障
が
い
者

内
容　

市
内
の
薬
局
な
ど
で
使
用
で
き
る
紙
お

む
つ
購
入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
額
は
、

年
額
で
住
民
税
課
税
世
帯
が
３
万
円
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
が
６
万
円
で
す

　

移
送
サ
ー
ビ
ス

対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
認
定
を

エルフィンバトンの活用
事例
救急隊員に、実際に起こった話
を聞きました。

消防署大曲出張所
救急隊長　鈴木皇輝

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
本
人
か
ら
の
通
報
で

し
た
。
通
話
中
も
言
葉
が
途
切
れ
、
意
識
が
遠

の
い
て
い
き
ま
す
。
救
急
隊
が
駆
け
付
け
、
自

宅
の
床
に
倒
れ
て
い
る
本
人
を
発
見
。
わ
ず
か

に
意
識
は
あ
る
も
の
の
、
も
う
ろ
う
と
し
て
い

て
脳
疾
患
が
疑
わ
れ
ま
す
。
「
冷
蔵
庫
…
」
と

つ
ぶ
や
い
て
指
を
差
す
の
で
ド
ア
を
開
け
る
と
、

中
に
は
エ
ル
フ
ィ
ン
バ
ト
ン
が
。
か
か
り
つ
け

医
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

配
布
が
始
ま
っ
た
昨
年
８
月
か
ら
、
７
件
の

現
場
で
エ
ル
フ
ィ
ン
バ
ト
ン
を
活
用
し
ま
し
た
。

持
病
や
緊
急
連
絡
先
が
す
ぐ
に
分
か
り
、
病
院

の
選
定
や
搬
送
時
間
の
短
縮
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
早
く
バ
ト
ン
を
発
見
す
る
た
め
に
、
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
マ
ー
ク
シ
ー
ル
を
玄
関
ド

ア
の
内
側
に
貼
っ
て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
。

受
け
て
い
る
か
、
下
肢
か
体
幹
機
能
に
重
度
の

障
が
い
が
あ
り
、
移
動
に
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
利
用
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
助

を
必
要
と
す
る
方

内
容　

市
が
指
定
す
る
地
域
内
の
医
療
機
関
へ

通
院
す
る
と
き
や
、
入
・
退
院
、
施
設
入
所
、

補
装
具
の
判
定
の
た
め
に
移
動
す
る
と
き
に
利

用
で
き
ま
す
。
行
き
先
に
よ
っ
て
自
己
負
担
が

１
回
２
５
０
円
〜
１
０
０
０
円
掛
か
り
ま
す

問
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
８
１
７
）

　

成
年
後
見
制
度

対
象　

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
方

内
容　

自
分
の
財
産
を
処
分
し
た
り
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
り
す
る
と
き
な
ど
に
、
後
見
人

な
ど
を
選
任
し
て
本
人
を
援
助
し
ま
す
。
後
見

人
な
ど
は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
を
経
て
決
定

し
ま
す
。
市
が
審
判
の
費
用
や
手
続
き
を
支
援

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す

　

救
急
情
報
キ
ッ
ト
・
エ
ル
フ
ィ
ン
バ
ト
ン
の

配
布

　

も
し
も
の
と
き
、
本
人
が
話
を
で
き
な
い
状

況
で
も
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
な
ど
に
必
要
な

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
病
や
服
用
し
て

い
る
薬
な
ど
の
情
報
を
記
入
し
て
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
訪
問
時

な
ど
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
か
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
で
、
直
接
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
象　

一
人
暮
ら
し
で
65
歳
以
上
の
方
か
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

対
象　

日
常
生
活
の
中
で
、
判
断
に
不
安
が
あ

る
在
宅
の
高
齢
者
な
ど

内
容　

生
活
支
援
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理

な
ど
の
生
活
支
援
を
し
ま
す
。
１
回
（
１
時
間
）

１
２
０
０
円
が
掛
か
り
ま
す

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
372
〜
１
６
９
８
）

高
齢
者
の
家
族
を

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
支
え
合
い
事
業

対
象　

認
知
症
の
方
か
認
知
症
の
予
防
が
必
要

な
方

内
容　

心
身
の
活
性
化
や
家
族
の
介
護
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
支
え
合
い
員
が
訪
問
し
て
高

齢
者
の
話
し
相
手
や
見
守
り
を
し
ま
す
。
１
回

３
０
０
円
が
掛
か
り
ま
す

　

介
護
す
る
家
族
を
支
援
す
る
事
業

　

勉
強
会
や
情
報
交
換
な
ど
を
通
し
て
、
介
護

し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

●
介
護
と
上
手
に
つ
き
あ
う
講
座

●
介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い

●
認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座



地域で暮らす高齢者を応援するサービス活用してください

■問合せ　高齢者支援課（☎ 372-3311 内線 805）
＊問い合わせ先を別に記載しているサービスは、そちらにお問い合わせください。
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ふれあい温泉入浴助成
事業が変わりました
今年度から実施方法を変更しま
した。変更点は次のとおりです。

札幌北広島クラッ
セホテル「楓

ふうふう

楓」
 （中の沢）
＊土・日曜、祝日
を除く。

竹山高原温泉
  （富ヶ岡）

里の森　天然温泉
森のゆ（西の里）

①
利
用
で
き
る
施
設
が
竹
山
高
原
温
泉
１

カ
所
か
ら
、
次
の
３
カ
所
に
な
り
ま
し
た

②
利
用
回
数
が
増

え
ま
し
た

③
助
成
額
が
減
り
、

自
己
負
担
額
が
増

え
ま
し
た

自己負担額

100円

300円

年10回

年12回

北広島団地第１住区社会福祉委員会「おしゃべりサ
ロン」。この日は約30人の地域の皆さんが、集会所
でおしゃべりや陶芸を楽しみました。

　

長
寿
祝
い
金

　

満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
に
、
祝

い
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
の
お
茶
の
間

　

高
齢
者
が
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
周

助
成
券
の
交
付
は
年
１
回
に
限
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
、
地

域
の
協
力
機
関
に
情
報
を
提
供
し
、
日
常
業
務

の
中
で
行
方
不
明
者
を
発
見
し
た
り
連
絡
を
受

け
た
り
し
た
場
合
に
、
速
や
か
に
警
察
や
市
役

所
に
連
絡
し
て
も
ら
う
連
絡
網
で
す
。
も
し
も

の
と
き
、
よ
り
素
早
く
対
応
す
る
た
め
、
事
前

に
登
録
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象　

外
出
し
た
ま
ま
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
高
齢
者

申
込
み　

登
録
す
る
方
の
写
真
と
、
同
意
者
で

あ
る
家
族
の
印
鑑
を
持
ち
高
齢
者
支
援
課

生
き
が
い
と

　
　
　

社
会
参
加

 「地域のお茶の間」の運営費を助成します
　誰もが気軽に立ち寄って交流できる茶会やサロンなどを、主体的
に取り組む団体が対象です。

り
の
人
と
触
れ
合
い
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
自
主
的

な
取
り
組
み
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
心
身

機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
ゲ
ー
ム
、
体
操
、

手
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

福
祉
バ
ス
の
運
行

対
象　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
障
が
い
者
が

組
織
す
る
団
体
な
ど
が
20
〜
42
人
で
利
用
す
る

場
合

内
容　

１
泊
２
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

料
金
は
１
日
６
０
０
０
円
で
、
運
転
手
が
宿
泊

す
る
場
合
は
８
０
０
０
円
が
別
に
掛
か
り
ま
す

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
372
〜
１
６
９
８
）

　

ふ
れ
あ
い
温
泉
入
浴
助
成
事
業

対
象　

65
歳
以
上

＊
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
で
介
助
者
が
必
要
な

場
合
は
、
本
人
が
助
成
券
を
利
用
す
る
場
合
に

限
り
、
介
助
者
も
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

内
容　

市
内
の
温
泉
に
入
浴
す
る
際
、
利
用
料

金
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
額
は
１
回
３
０
０
円

  （
自
己
負
担
額
は
３
０
０
円
）
で
、
年
12
回
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

全
施
設
共
通
の
助
成
券
（
12
枚
つ
づ

り
）
を
各
温
泉
施
設
で
発
行
し
ま
す
。
氏
名
・

年
齢
・
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
自
動
車
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
、
温
泉
施

設
の
受
け
付
け
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

要件（いずれも満たすこと）　●おおむね２カ月に１回以上実施す
る　●利用者が１回につき、おおむね５人以上　●実施時間が１回
につき２時間以上

事業１回の利用者数 対象となるボラ
ンティアの人数

６人以下 ２人以内
６人を超え、３人増えるご
とに（３人未満は切り上げ）１人を加算

助成額　●従事したボ
ランティアの延べ人数 
  （右表）に500円を乗
じた額　●事業を実施
した施設の使用料（限
度額は１回 5,000円） 　 ●ボランティア活動保険料相当額
＊事前に登録が必要です。会員同士の扶助活動、市や赤い羽根共同
募金などから別に助成を受けている活動は対象外です。



　

犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
家
族
の
一
員
と
し
て
飼
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
一
部
の
心
な
い
人
に
安
易
に
捨
て
ら
れ
る
犬
が

い
ま
す
。
飼
育
や
管
理
が
し
っ
か
り
さ
れ
な
い
た
め
、
市
に
苦
情
や

相
談
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
犬
を
好
き
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
・
尿

　

公
園
や
道
路
、
家
の
前
な
ど
に
始

末
し
て
い
な
い
犬
の
ふ
ん
を
見
掛
け

た
り
、
春
に
は
雪
の
下
か
ら
ふ
ん
が

出
て
き
た
り
し
ま
す
。
散
歩
中
の
ふ

ん
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

尿
を
さ
せ
る
と
き
は
、
周
り
の
方
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
綱
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

   

ま
た
、
飼
育
場
所
は
常
に
清
潔
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。　
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■問合せ　環境課（☎ 372-3311 内線 825）

り
切
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

年
間
を
通
し
て
市
内
全
域
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
の
犬
は
野
犬
と
見
な
さ

れ
ま
す
。
首
輪
や
鎖
な
ど
が
外
れ
た

＊
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

＊
風
で
飛
ん
だ
り
倒
れ
た
り
し
な
い

よ
う
に
十
分
確
認
し
て
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。　

　
市
で
は
自
治
会
・
町
内
会
や
個
人

な
ど
に
、
犬
の
ふ
ん
の
始
末
を
啓
発

す
る
看
板
を
貸
し
出
し
ま
す
。
看
板

面
は
縦
60
㎝
×
横
40
㎝
で
、
高
さ
は

90
㎝
と
１
８
０
㎝
の
２
種
類
で
す
。

　
無
駄
ぼ
え
に
は
、
根
気
強
い
し
つ

け
と
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
。

無
駄
ぼ
え

め
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
を
追
い
掛
け

た
り
、
人
を
か
ん
だ
り
す
る
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。

「
う
ち
の
犬
は
大

丈
夫
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
ほ
か
の

方
に
は
迷
惑
で
す
。　
　

　
犬
を
放
し
て
散
歩
さ
せ
る
の
は
や

犬
の
放
し
飼
い

犬
を
外
で
飼
う
場
合

　
鎖
や
ひ
も
な
ど
で
つ
な
ぎ
、
す
り

減
っ
て
い
な
い
か
を
時
々
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。
同
じ
飼
い
犬
が
何
度
も

逃
げ
、
保
護
さ
れ
る
な
ど
の
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　

市
が
放
浪
犬
を
捕
獲
・
保
護
し
た

と
き
は
、
市
役
所
に
２
・
３
日
け
い

留
し
ま
す
。こ
の
間
に
飼
い
主
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
保
健
所
へ
搬

送
し
ま
す
。
市
か
ら
犬
を
引
き
取
る

場
合
は
、
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

■
返
還
手
数
料　

　

１
頭
＝
８
５
０
円

■
飼
養
管
理
手
数
料
（
２
日
目
以
降
）

　

１
頭
１
日
＝
１
２
０
０
円

＊
飼
い
犬
が
逃
げ
た
と
き
は
、
付
近

を
捜
す
な
ど
２
・
３
時
間
は
様
子
を

み
て
、
戻
っ
て
こ
な
い
と
き
は
市
役

所
環
境
課
か
最
寄
り
の
交
番
、
千
歳

保
健
所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１

７
５
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

山田梨乃さん（松葉町）と愛犬のサリー

●野良猫が家の周りをうろついている
ので捕獲してほしい
●野良猫が子どもを産んだので何とか
してほしい
●野良猫に庭や畑を荒らされて困って
いる
●近所で野良猫にえさを与えている人
がいて、迷惑している

　猫は捕獲できる法律的な根拠がなく、
犬のようにいつでも市で捕獲すること
はできません。
   また、野良猫にえさを与えることは
無責任な行為です。絶対にやめましょう。

次のような苦情や相談があります。



　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
女
の
子

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
元
気
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
菅
野
さ
ん
。
き
ょ
う
だ

い
の
誰
よ
り
も
早
い
時
期
に
歩
き
、

自
転
車
に
乗
り
始
め
た
。
母
が
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
一
緒
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
育
っ
た
。

　

６
歳
の
時
、
祖
父
と
一
緒
に
住

む
た
め
札
幌
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
。
小
学
校
に
入
り
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
よ
う
と
、
母
と
近
く
の

野
球
少
年
団
な
ど
を
見
学
。
そ
こ

で
、
今
の
夢
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
野
球
少
年
団
・
西
部
ホ
ワ

イ
ト
フ
ァ
ン
グ
と
運
命
的
な
出
会

い
を
果
た
し
た
。

　

コ
ー
チ
と
の
出
会
い

　

西
部
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ン
グ
を
初

め
て
訪
れ
た
時
、
練
習
に
参
加
し

な
い
か
と
誘
わ
れ
た
。
簡
単
な
守

備
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
だ
っ

た
が
、
そ
の
楽
し
さ
に
夢
中
に
な

っ
た
。

　

「
野
球
少
年
団
と
い
え
ば
男
の

子
が
入
る
も
の
」
。
母
は
女
の
子

の
早
也
香
さ
ん
が
そ
の
中
に
入
る

こ
と
を
と
て
も
心
配
し
た
。
し
か

し
、
西
部
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ン
グ
に

は
そ
ん
な
不
安
を
拭
い
去
る
人
物

が
い
た
。
佐
々
木
監
督
（
当
時
は

コ
ー
チ
）
だ
。
監
督
は
「
菅
野
さ

ん
を
育
て
た
い
」
と
、
女
の
子
を

受
け
入
れ
る
態
勢
を
整
え
、
他
の

団
員
た
ち
と
同
じ
環
境
で
野
球
を

教
え
た
。

　

「
監
督
が
い
な
か
っ
た
ら
野
球

の
道
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
野
球
の
取

り
組
み
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
練
習

中
は
本
当
に
厳
し
い
ん
で
す
け
ど
、

遊
ぶ
時
は
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
で

く
れ
る
ん
で
す
」
と
、
か
わ
い
い

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

野
球
の
道
を
突
き
進
む

　

小
学
６
年
に
は
、市
内
で
唯
一
、

女
子
で
主
将
を
務
め
る
ま
で
に
成

長
し
た
。
中
学
で
は
部
活
に
は
入

ら
ず
、
以
前
か
ら
誘
い
が
あ
っ
た

女
子
野
球
チ
ー
ム
・
札
幌
ブ
レ
イ

ク
に
入
団
。
毎
週
土
・
日
曜
は
札

幌
で
練
習
し
、
汗
を
流
す
日
々
が

始
ま
っ
た
。
３
年
に
な
っ
た
昨
年

の
夏
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
東

京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
。

ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
し
た
。「
自

分
よ
り
パ
ワ
ー
が
あ
っ
て
う
ま
い

選
手
と
戦
え
た
の
で
、
と
て
も
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
。
ほ
か

の
選
手
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
強
い

向
上
心
。そ
れ
が
強
さ
の
秘
訣
だ
。

　

高
校
選
び
は
も
ち
ろ
ん
野
球
中

心
。
鹿
児
島
県
に
あ
る
女
子
野
球

の
名
門
校
・
神
村
学
園
の
野
球
特

待
生
の
テ
ス
ト
を
受
け
た
。
気
候

の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
見

事
合
格
。
し
か
し
喜
び
の
中
、
ま

だ
進
路
に
迷
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

家
を
離
れ
る
不
安
や
、
強
豪
チ
ー

ム
が
あ
る
埼
玉
の
高
校
に
進
む
道

も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
神

村
学
園
の
練
習
が
自
分
に
合
っ
て

い
た
こ
と
や
、
部
員
の
メ
リ
ハ
リ

あ
る
姿
勢
が
決
め
手
と
な
っ
た
。

今
ま
で
は
軟
式
野
球
だ
っ
た
が
、

高
校
か
ら
は
硬
式
。
昨
年
９
月
か

ら
硬
式
球
を
使
っ
た
練
習
も
始
め
、

準
備
万
端
だ
。

　

感
謝
の
気
持
ち
が
大
事

　

市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
、
こ
ん
な

こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。
「
野
球

を
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、
家
族

や
近
所
の
方
々
な
ど
周
り
の
み
ん

な
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
。
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
と
、
伝
え

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
周
囲
の
皆

さ
ん
が
温
か
く
応
援
し
て
く
れ
る

の
で
、
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
」。

　

菅
野
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
全
日

本
女
子
の
代
表
。
「
目
標
に
し
て

い
る
の
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
の
小
谷
野
栄
一
選
手

や
女
子
プ
ロ
野
球
の
厚あ

つ

ヶが

せ瀬
美
姫

選
手
で
す
。
あ
ん
な
守
備
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
。

　

夢
に
向
か
っ
て
ひ
た
走
る
そ
の

姿
に
、無
限
の
可
能
性
を
感
じ
た
。

かんの・さやか
西部中学校出身。守備はシ
ョート。野球少年団で主将
を務め、中学時代は女子野
球チームに所属。全道・全
国大会などで才能を発揮し
た。４月から、野球特待生
として鹿児島県の神村学園
高等部に入学する。

小さいころから野球一直線

菅野　早也香さん

札幌ブレイク時代の菅野さん。
ショートのほか、ピッチャーな
どもこなす万能選手だ。
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飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
好
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ
ス

カ
ツ
ー
ン
市
の
訪
問
団
か
ら
の
ガ
ラ
ス
製
品
や

絵
皿
も
あ
り
ま
し
た
。
当
市
か
ら
の
お
返
し
は

本
紙
で
お
な
じ
み
「
人
の
森
」
の
ロ
ゴ
が
入
っ

た
扇
子
。
受
け
取
っ
た
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、

さ
っ
そ
く
広
げ
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う
。

こ
れ
か
ら
も
温
か
な
交
流
が
続
く
と
い
い
で
す
ね
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
・
東
出
輝
裕

選
手
の
サ
イ
ン
入
り
バ
ッ
ト
な
ど
、姉
妹
都
市
・

広
島
県
東
広
島
市
の
藏
田
市
長
か
ら
贈
ら
れ
た

品
も
あ
り
ま
す
。
野
球
の
記
念
ボ
ー
ル
は
、
平

成
14
年
、
札
幌
日
大
高
校
が
市
内
で
初
め
て
春

の
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た
時
の

も
の
。快
挙
に
沸
い
た
当
時
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

   

市
の
あ
ゆ
み
と
交
流
の
広
が
り
を
物
語
る
記

念
品
に
囲
ま
れ
た
市
長
室
。
重
厚
な
中
に
温
か

な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
２
階
に
あ
る
市
長
室
。

め
っ
た
に
入
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

体
ど
ん
な
部
屋
な
の
か
探
検
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

室
内
に
入
る
と
中
央
に
、
訪
問
客
と
の
懇

談
に
使
わ
れ
る
応
接
セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

本
紙
や
新
聞
な
ど
の
写
真
で
見
掛
け
ま
す
ね
。

奥
に
執
務
机
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
は
「
北

広
島
市
民
憲
章
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
が
椅
子
に
座
る
と
す
ぐ
見
え
る
左
側

の
壁
に
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
毎
年
贈
ら
れ
る

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
。
季
節
の

行
事
な
ど
を
描
い
た
素
朴
な
版
画
は
、
室
内

の
空
気
を
ふ
ん
わ
り
と
和
ら
げ
ま
す
。
市
長

も
「
子
ど
も
た
ち
の
作

品
か
ら
伝
わ
る
心
の
優

し
さ
や
、
想
像
力
の
豊

か
さ
に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
、
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
の
右
側

に
あ
る
ガ
ラ
ス
戸
棚
に

は
、
当
市
に
贈
ら
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
品
が

緑陽小学校６年

奥山葵衣さん
（児童会長）

まめ記者

広報 北広島－2011.4.1

執務机では、市長が重要な
書類に目を通しています

きらめき環境博で学習の成果を発表しました

⑬

手作りカレンダー。３月は
おひなさまの絵でした

東出選手のサイン
入りバット

サスカツーン市か
らの記念品

「人の森」ロゴ入り
　　　　　　　扇子
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広報北広島に何を求めますか
「市の広報活動に関するアンケート調査」の結果から見えること

読
ま
れ
て
い
る
の
？　

広
報
紙

　

ま
ず
始
め
に
、
実
際
の
と
こ
ろ
市
民
の

皆
さ
ん
は
広
報
紙
を
必
要
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
紙
を
読
ん
で
い
る
か
ど
う
か
尋
ね

ま
し
た
（
質
問
１
）
。
「
必
ず
読
む
」
と

「
た
ま
に
読
む
」
を
合
わ
せ
る
と
、
91
％

の
方
が
広
報
紙
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
広
報
紙
が
読
み
た
い

で
す
か
。
市
の
政
策
か
ら
生
活
情
報
ま
で
、

幅
広
い
内
容
を
伝
え
る
広
報
紙
で
し
ょ
う
か
。

市
の
課
題
な
ど
の
特
集
を
じ
っ
く
り
読
む
こ

と
が
で
き
る
広
報
紙
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
を
隅
々
ま
で
伝
え
て

く
れ
る
広
報
紙
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
紙
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
を
つ
な

ぐ
一
番
の
手
段
で
す
。
市
が
伝
え
た
い
内
容

と
市
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
内
容
は
、
も

し
か
す
る
と
異
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

両
者
が
近
付
き
、
互
い
に
納
得
で
き
る
広
報

紙
と
は
何
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

基
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
北
広
島
は
ご
み
の
分
別
方
法
が
特

殊
な
の
で
、
毎
月
の
紙
面
に
少
し
ず

つ
で
も
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
捨
て
方

の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
事
項
な
ど
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
で
は
き

ち
ん
と
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
間

違
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
思
う
の

で
（
40
代
女
性
）

内
容

●
特
集
記
事
の
掘
り
下
げ
方
が
中
途

半
端
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　（
70

代
性
別
不
明
）

●
以
前
取
り
上
げ
た
記
事
の
後
追
い
。

（
70
代
性
別
不
明
）

●
市
民
が
も
っ
と
北
広
を
好
き
に
な

る
よ
う
な
記
事
を
！
（
40
代
男
性
）

●
市
の
機
関
で
改
革
さ
れ
た
事
の
、

改
革
以
前
と
の
変
化
を
詳
細
に
（
60

代
男
性
）

●
い
ろ
い
ろ
な
行
政
の
事
業
や
変
更

な
ど
は
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、

理
由
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
（
60

代
女
性
）

　平成22年12月から「市の広報活動に関するア
ンケート調査」を実施しました。ご協力ありが
とうございました。
●対象　無作為で抽出した市内にお住まいの20            
　歳以上（1500人)
●調査期間　平成22年12月17日～23年１月31日
●調査方法  郵送
●有効回答数　606人（回答率40.4％）

調査概要
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読
み
た
い
広
報
紙
と
は

0 20 40 60 80

　

ま
た
、
市
内
の
出
来
事
や
行
事
な
ど
の

情
報
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
（
質
問
２
）　
、
93
％
の
方
が
「
広
報
北

広
島
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
広
報
紙
は
市

内
の
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、

読
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
、
最
も
多
い
66
％
の
方
が
回
答

し
た
「
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
、

前
回
調
査
（
平
成
17
年
度
）
で
は
36
％
で
、

今
回
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
20

年
度
以
降
に
始
ま
っ
た
家
庭
ご
み
の
有
料

化
や
生
ご
み
の
分
別
な
ど
の
影
響
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
広
報
紙
で
も
複
数

回
に
わ
た
り
特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

   

生
活
に
関
わ
る
内
容
に
関
心
が
集
ま
る

ほ
か
、
記
事
の
取
り
上
げ
方
に
よ
っ
て
も

意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

10 20 30 40 50 60

●
そ
の
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
載
せ
て
、

当
番
医
や
市
の
行
事
予
定
な
ど
を
記

載
し
て
い
る
と
便
利
で
す（
40
代
女
性
）

デ
ザ
イ
ン
・
構
成

　

で
は
、
広
報
北
広
島
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

広
報
北
広
島
の
中
で
関
心
を
持
っ
て
読

む
記
事
は
何
か
を
尋
ね
ま
し
た（
質
問
３
）。

　

市
の
制
度
や
行
事
、
生
活
情
報
を
掲
載

す
る
「
お
知
ら
せ
」
が
71
％
で
最
も
高
く
、

次
い
で
市
の
財
政
や
ご
み
問
題
な
ど
、
特

定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
大
き
く
掲
載
す
る

「
特
集
記
事
」
が
41
％
、
市
民
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
や
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

を
掲
載
す
る
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
が
40
％

で
し
た
。

　

基
本
的
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
広
報
紙

を
市
役
所
や
市
内
の
お
知
ら
せ
・
情
報
紙

と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

質問１　広報北広島をどの程度読んで
いますか

質問２　市内の出来事や行事、お知らせを主に
どのような方法で入手していますか（複数回答）

質問４　広報北広島の特集記事で関心を持って
読むテーマは何ですか（複数回答）

質問３　広報北広島で関心を持って読む記事は
何ですか（複数回答）

●
見
出
し
が
分
か
り
に
く
い
で
す
。

確
定
申
告
な
ど
、
当
月
だ
け
の
も
の

を
も
っ
と
目
立
つ
よ
う
に
、
欄
や
文

字
を
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
（
30
代

女
性
）

●
新
し
い
制
度
は
詳
し
い
説
明
や
図

解
が
あ
っ
た
方
が
良
い
で
す
。
年
齢

と
と
も
に
読
ん
で
知
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
60
代
女
性
）

●
ペ
ー
ジ
の
構
成
が
読
み
に
く
い
で

す
。
問
い
合
わ
せ
が
次
の
ペ
ー
ジ
に

あ
る
と
き
な
ど
、
文
章
の
途
中
で
変

わ
る
と
保
存
し
た
い
と
き
に
手
間
が

掛
か
り
ま
す
（
30
代
女
性
）

●
詰
め
込
み
す
ぎ
で
す
。
余
白
が
少

な
く
、
開
い
た
途
端
に
ぎ
っ
し
り
と

い
う
感
じ
で
、
一
瞬
読
む
の
を
た
め

ら
い
ま
す
（
60
代
女
性
）

●
表
紙
の
写
真
が
今
ひ
と
つ
。
も
う

少
し
ア
ン
グ
ル
を
工
夫
し
た
方
が
良

い
で
す
（
40
代
女
性
）

●
も
っ
と
写
真
を
多
く
す
る
こ
と
で
、

視
覚
的
な
印
象
付
け
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
（
20
代
女
性
）

写
真

広報北広島

広報以外の
市の発行物

新聞

テレビ

自治会・町
内会の回覧

口コミ

ごみの減量・リサイクル

市政の重要課題など

健康増進・疾病予防

介護保険・高齢者福祉

税金・納税・申告

市内の公共施設案内

お知らせ

特集記事

ふれあい通信

健康
ネットワーク

表紙写真

マイタウン
ニュース

たまに読む
      19％

全然読まない２％

必ず読む72％

あまり読ま
ない５％

知らない・
無回答２％

　

特
集
記
事
の
テ
ー
マ
別
（
質
問
４
）
で

は
、
「
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
や

「
市
政
の
重
要
課
題
な
ど
」
、
「
健
康
増

進
・
疾
病
予
防
」
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
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●
多
少
専
門
的
な
方
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
「
伝
え
る
」
こ
と

が
先
行
し
て
い
て
、
行
間
の
言
葉
が

見
え
て
き
ま
せ
ん
。
行
事
や
お
知
ら

せ
も
平
ら
で
、
「
よ
し
！　

行
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
気
が
起
き
ず
、
魅

力
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん（
40
代
男
性
）

　

次
に
、
公
益
活
動
団
体
が
企
画
・
編
集

し
て
い
る
現
在
の
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
（
質
問
６
）
、
「
賛
成
」
が
34
％

で
最
も
多
い
一
方
、
「
分
か
ら
な
い
」
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
し
た
方
が

　

委
託
前
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
（
質
問

７
）
、
「
良
く
な
っ
た
」
が
43
％
だ
っ
た

一
方
、
「
変
わ
ら
な
い
」
が
そ
れ
よ
り
多

い
53
％
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
公
益
活
動
団
体

へ
の
委
託
に
賛
成
す
る
傾
向
は
あ
る
も
の

の
、
委
託
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
、

成
果
が
見
え
な
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
が

つ
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
公
益
活
動
団
体
へ
の
委
託
を

継
続
す
る
中
で
、
市
民
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
「
分
か
り
や
す
さ
」
、
「
親
し
み
や

す
さ
」
を
紙
面
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
行
政
と
し
て
の
公
平
・

公
正
さ
も
欠
か
せ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
必
要
な
情
報
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
、
市
と

公
益
活
動
団
体
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
視
点
で
分
か
り
や
す

い
広
報
紙
を
発
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

平
成
20
年
10
月
か
ら
広
報
紙
編
集
を
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
が
り
」
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
広
報
紙
を
公
益
活
動
団
体
が
企

画
・
編
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
を
尋
ね
ま
し
た
（
質
問
５
）
。
「
知
ら

な
い
」
が
69
％
を
占
め
、
認
知
度
が
低
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
は

半
数
近
く
を
占
め
る
結
果
で
し
た
。
委
託

の
認
知
度
が
低
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

文
章

質問５　広報紙を公益活動団体が企画・
編集していることを知っていますか

質問６　公益活動団体が企画・編集する
現在の方法についてどう思いますか

質問７　公益活動団体による企画・編集
が始まる前と後で、変化はありましたか

●
も
う
少
し
活
字
を
大
き
く
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
健
康
問
題
と

か
催
し
物
と
か
（
80
歳
以
上
女
性
） 

文
字

●
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
広

報
紙
に
し
て
く
だ
さ
い
。
広
報
紙
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
説
明
は
簡
潔

で
分
か
り
や
す
い
記
述
に
心
掛
け
る

べ
き
で
す
（
80
歳
以
上
男
性
）

●
市
民
目
線
と
行
政
目
線
の
両
方
が

必
要
で
す
。
片
寄
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
30
代
男
性
）

委
託

●
定
期
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す

　（
60

代
女
性
）

●
お
金
を
掛
け
な
い
方
向
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
（
30
代
女
性
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
詳
し
い
内

容
は
、
市
役
所
情
報
推
進
課
と
各
出
張

所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ

ン
パ
ー
ク
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
役
所
ご
案
内
↓
広

報
北
広
島
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

変わらない
　　　53％

悪くなった３％

良くなった
　　　43％

無回答４％

知っている
　　　27％

知らない
    69％

無回答１％

賛成34％

その他・
無回答    
　11％

分からない・
どちらともい
えない    45％

民間企業
がするべき
        ３%

市の職員がす
るべき    ７％

＊

＊営利を目的とせず、市民を主体とする自立的な民間の団体。ＮＰＯ法人や市民活動団体、
ボランティア団体、社会福祉法人、学校法人など。 　広報 北広島－2011.4.1



■問合せ　行政推進課（☎ 372-3311 内線 841）

⑰ 広報 北広島－2011.4.1

＊ドメスティック・バイオレンス。
配偶者などからの暴力。デートＤＶ
は結婚していない恋人間の暴力のこと。

■男女平等参画情報紙「えみんぐ」
平成23年2月号が完成
　市民ボランティア２人が中心となっ

て作成しました。
　市役所行政推
進課と各出張所
で配布しています。
＊来年２月に発
行予定の「えみ
んぐ」を作成す
る市民ボランテ
ィアを募集して
います。

自分らしく活
い

き活
い

きと！
男女共同参画社会を
目指しましょう
　市では、男女が互いを尊重し、個性と能力を十分に
発揮できる男女共同参画社会の実現を目指す、「第２
次きたひろしま男女共同参画プラン」を作成しました。
計画期間は平成32年度までの10年間です。
　一人一人が心豊かで活力あるまちづくりを進めるた
め、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■プランの構成

施策の内容

目標実現のための
方向性

具体的な施策の枠
組み

◇犯罪や暴力を許さない環境づくり
◇デートＤＶ　などの暴力を予防す
　るための広報・啓発
　　◇ＤＶ被害の早期発見と
　　　　相談体制の充実

基本目標４
あらゆる暴力根絶への

取り組み◇仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）の考え方や、各種制
　度についての情報提供
　　◇子育て支援や高齢者の自
　　　　立支援対策の充実

基本目標３
豊かな暮らしを育む

「仕事と生活の調和」が
実現できる環境の整備

＊

■プランの詳しい内容は
　市役所行政推進課と各出張所でご
覧になれます。市のホームページ「市
役所ご案内→男女平等参画」からも
ダウンロードできます。

◇市の審議会などの委員への女性登用
の促進
◇男女が協力して家事・育児を担う意
　識の啓発と情報提供
　　◇男女のニーズに配慮した
　　　　　防災対策

基本目標２
社会のあらゆる分野における
男女共同参画の推進

基本理念
1男女の人権の尊重
2社会における制度または
慣行についての配慮
3政策等の立案及び決定へ
の共同参画
4家庭生活とその他の活動
の両立
5性に対する理解と尊重
6国際社会における取り組
みへの配慮

◇意識づくりのための広報・啓発
◇意識を高める生涯学習機会の充実
◇人権の尊重を基盤とする学校教育の充実
◇性の尊重と心身の健康づくり支援
　◇平和の尊さを伝える活動の推進

基本目標１
男女共同参画の実現に向けた

意識の変革

総
合
的
な
推
進

総
合
的
な
推
進

第２次きたひろしま男女共同参画プラン

基本理念

基本目標

基本方向
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■問合せ　行政推進課（☎ 372-3311 内線 841）

４月１日現在の実施予定です。実施予定時期は変更することがあります。詳しくは、各担当部署にお問い合わせください。

市民の皆さんが自発的に、市の政策などについて具体的な意見を提案できる制度です。

●本紙５月１日号から「お知らせ」の中に新コーナー「今月の
市民参加手続き」を掲載します。その月に実施する市民参加手
続きをお知らせします。

知識やアイデアを生かして
市政に参加しませんか

提案者を含む市民10人以上
の署名が必要です。

＊市民参加条例第５条第２
項の第１～５号のいずれか
に該当するものは提案でき
ません。

市民政策提案書と市民政策
提案者署名簿を提出してく
ださい。
〈提案書に記載するもの〉
　●市政の現状と課題
　●提案する意見の内容
　●期待される効果　など

提案された意見は、さまざ
まな観点から総合的に検討
します。原則として提案を
受けた日から90日以内に、
結果を回答・公表します。

政策などの名称／担当部署 市民参加の方法 実施予定期
地域交通システムの検討
／政策調整課（内線771）

地域公共交通活性化
協議会

５月以降

学校跡施設利活用計画の策定
／政策調整課（内線771）

各種団体との意見交
換会

10月

パブリックコメント 12月
総合計画（第５次）第２期
推進計画の策定
／政策調整課（内線771）

パブリックコメント 12月

行財政構造改革・実行計画
の見直し
／行政推進課（内線881)

パブリックコメント ５月

平成24年度当初予算の作成
／財政課（内線626）

パブリックコメント 12月

都市計画道路の見直し方針
の策定
／都市計画課（内線762）

パブリックコメント ５月
路線別住民説明会 ７月以降

第９次交通安全計画の策定
／市民課（内線823）

計画策定懇話会 ５月～７月
パブリックコメント ９月

一般廃棄物処理基本計画の
策定
／廃棄物対策課（内線827）

クリーン北広島推進
審議会

５月～11月

パブリックコメント 12月
第３期地域福祉計画の策定
／福祉課（内線800）

計画検討委員会 ５月～
平成24年２月

アンケート調査 ６月
パブリックコメント 平成24年１月

障がい者福祉計画・第３期
障がい福祉計画の策定
／福祉課（内線812）

計画検討委員会 ５月～
平成24年２月

アンケート調査 ６月
パブリックコメント 平成24年１月

政策などの名称／担当部署 市民参加の方法 実施予定期
高齢者保健福祉計画・第５
期介護保険事業計画の策定
／高齢者支援課（内線805）

パブリックコメント 平成24年１月

食育推進計画の策定
／健康推進課（内線809）

アンケート調査 ６月
パブリックコメント 平成24年１月

第３次健康づくり計画の策定
／健康推進課（内線809）

計画検討委員会 ５月～
平成24年２月

アンケート調査 ６月
パブリックコメント 平成24年１月

（仮称）子どもの権利条例
の制定
／児童家庭課（内線814）

パブリックコメント 平成23年度中
に実施

雪対策基本計画の策定
／土木事務所（内線760）

計画検討委員会 ５月～12月

水道ビジョンの策定
／業務課（内線873）

水道事業経営審議会 ５月以降
パブリックコメント 10月

下水道中期ビジョンの策定
／下水道課（内線880）

下水道事業審議会 10月
パブリックコメント 12月

第２次子どもの読書活動推
進計画の策定
／市教委文化課（図書館内・
☎373-7667）

図書館協議会 ６月～12月
パブリックコメント ８月

（仮称）芸術文化創造プラ
ンの策定
／市教委文化課（芸術文化
ホール内・☎372ｰ7667)

芸術文化振興審議会 ５月～11月
アンケート調査 ５月
パブリックコメント 12月

市民参加条例
に基づく

募集します

平成23年度の予定事業
をお知らせします

提案書と提案者署名簿の様式は、市役
所行政推進課と各出張所、団地住民セ
ンター、エルフィンパーク、図書館、
中央公民館、夢プラザにあります。市
のホームページ「申請書ダウンロード」
からもダウロードできます。

軽易なものや緊急を要す
るもの、市の内部事務処
理に関するもの、法令の
規定で実施の基準が定め
られているものなどが、
これに当たります。



＊本紙に掲載している申し込みが必要な事業で、特に指定がない場合は、
本紙発行日以降、各施設の最初の開庁・開館日からの受け付けです。
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相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加

　

林

間

学

園

・

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

　

身
近
な
自
然
の
学
び
の
場
、
野
外
活

動
の
場
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

林
間
学
園
研
修
棟
・
広
場
・
炉
場
の
使

用
は
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
園
期
間　

４
月
23
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈪

申
込
み　

４
月
22
日
ま
で
は
市
教
委
社

会
教
育
課
（
内
線
８
９
５
）
、
４
月
23

日
以
降
は
林
間
学
園
（
☎
373
〜
２
０
５
０
）

貸
し
付
け
ま
す

　

北

広

島

霊

園

貸
付
区
画

●
芝
生
墓
地
（
石
碑
の
型
や
色
が
規
制

さ
れ
ま
す
）　

４
㎡
＝
19
区
画
、
６
㎡

＝
９
区
画

●
自
由
墓
地
（
高
さ
な
ど
に
制
限
が
あ

り
ま
す
）　

４
㎡
＝
18
区
画
、
６
㎡
＝

15
区
画
、
９
㎡
＝
２
区
画

貸
付
条
件

●
申
込
者
が
市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で

い
る
こ
と
（
３
年
未
満
で
あ
っ
て
も
自

己
所
有
の
住
居
に
現
在
住
ん
で
い
る
か
、

過
去
の
在
住
期
間
を
合
算
し
３
年
以
上

市
内
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
可
。
た
だ

し
、
祭さ

い
し祀

す
べ
き
焼
骨
が
あ
る
こ
と
）

●
貸
し
付
け
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画

永
代
使
用
料
・
管
理
料

提
出
書
類　

本
籍
地
が
記
載
さ
れ
て
い

る
住
民
票
、
火
葬
許
可
証
か
寺
院
な
ど

が
発
行
す
る
焼
骨
収
蔵
証
明
書

＊
貸
し
付
け
は
、
祭
祀
す
べ
き
焼
骨
が

あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

＊
場
所
の
選
定
は
、抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
み　

４
月
18
日
〜
22
日
に
環
境
課

 

（
内
線
８
２
５
）

種類 規格 永代使用料 永代管理料 合　計
芝
生
墓
地

４㎡ 291,000円 135,960円 426,960円

６㎡ 459,000円 203,940円 662,940円

自
由
墓
地

４㎡ 234,000円 135,960円 369,960円

６㎡ 369,000円 203,940円 572,940円

９㎡ 593,000円 305,910円 898,910円

異物が入っている
　収集した袋の中に、プラスチック製容器やラベル、水切り
ネット、卵の殻、割り箸、草花などの異物が見られました。
　食品以外のものは「普通ごみ」に分別してください。また
食品類のうち、貝殻と卵の殻、トウモロコシ・タケノコの皮
は対象外です。処理施設に悪影響が出るため「普通ごみ」と
して出してください。また、ネットや不織布、ストッキング
タイプなどの「繊維系の水切り」は全て、処理施設での除去
が困難なため「普通ごみ」として出してください。

　１月17日から試行で実施してきた生ごみのバイオガス化処理を、本格実施します。
生ごみを分別し、黄色の生ごみ用指定袋で出してください。なお、試供品として配
付した袋は、４月以降も使用できます。

■問合せ　廃棄物対策課（内線 606）

　目的は２つです。１つは、ごみを埋め立てている最終処分場をできるだけ長く使
うためです。重量比で家庭ごみの約半分を占める生ごみをバイオガス化処理するこ
とで、埋め立てるごみの量を減らすことができます。
　もう１つは、生ごみを持ち込まないことで、処分場と周辺地域の鳥獣被害を防ぐ
ためです。処分場に生ごみが入ると、それを狙ってカラスなどの鳥獣が集まり、処
分場だけでなく周辺の田畑にも被害を及ぼします。

袋がきちんと結ばれていない
　ごみステーションでの散乱の原因
になります。生ごみ用指定袋は、カ
ラスの目から中身が見えづらいよう
に対策をしていますが、口の部分か
ら中身が見えてしまっては意味があ
りません。結びしろと持ち手をきち
んと結んで出してください。

＊指定袋の購入方法など、詳しくは戸別に配布した平成23年度版「クリーンタウン
きたひろしま」をご覧ください。　
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第
２
次
環
境
基
本
計
画

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど

を
基
に
、
環
境
審
議
会
の
審
議
を
経
て

第
２
次
環
境
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

環
境
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

計
画
は
、
環
境
課
と
各
出
張
所
、
団

地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー

ク
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
夢
プ
ラ

ザ
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
市
役
所
ご
案
内
↓
行
政
資
料
室
↓
市

の
各
種
計
画
」か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
（
内
線
６
３
４
）　

　

固
定
資
産
の
価
格
な
ど

　

平
成
23
年
度
分
の
固
定
資
産
の
価
格

な
ど
を
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
23
年
度
分

の
諸
証
明
の
発
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
２
）

　

車
庫
・
物
置
に
つ
い
て

　

車
庫
や
物
置
は
、
床
面
積
が
10
㎡
（
約

３
坪
）
以
上
で
あ
れ
ば
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
車
庫
や
物
置
を
設
置
し
て

ま
だ
登
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、
「
未

登
記
建
物
等
設
置
届
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
４
）

　

路

線

価

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
評
価
の
基

■北広島市で投票できる方　満20歳以上の日本国民で、住
民票が作成された日（転入した場合は届け出をした日）か
ら引き続き３カ月以上、北広島市に住所がある方
＊詳しくは、お問い合わせください。
■選挙公報　道知事・議会議員選挙は４月８日までに、市
議会議員選挙は４月23日までに戸別配布します
■期日前投票　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などで投
票日に投票できない方は、期日前投票をしましょう
●期間　道知事選挙＝４月９日㈯まで
　　　　道議会議員選挙＝４月２日㈯～９日㈯
　　　　市議会議員選挙＝４月18日㈪～23日㈯
●時間　午前８時30分～午後８時
●場所　中央会館（市役所隣）
＊投票所入場券がなくても投票できます。
＊入場券裏面の宣誓書に記入し持参すると、受け付けが早
く済みます。
■不在者投票
　長期の旅行などで投票日に投票できない方で、期日前投
票もできない方は、選挙人名簿に登録されている市町村の
選挙管理委員会に投票用紙を請求し、滞在地の市町村の選
挙管理委員会で不在者投票をすることができます。
　また、指定の病院や老人ホームなどに入院・入所してい
て期日前投票ができない方は、病院や施設に申し出てくだ
さい。
〈他の市町村の選挙管理委員会での不在者投票〉
　期間や時間などは、各市町村の選挙管理委員会にお問い
合わせください。
〈指定の病院や老人ホームなどでの不在者投票〉
●期間　期日前投票と同じ
●時間　午前８時30分～午後５時
■開票　投票日の午後９時から総合体育館で行います。開
票の参観を希望する方は、開票所で申し込んでください
■開票速報　開票所の玄関に掲示します。市のホームペー
ジからもご覧になれます。電話による問い合わせは受け付
けません
■禁止されている選挙運動
●選挙運動の目的で戸別訪問をすること　●選挙に関し署
名運動をすること　●選挙運動に関し飲食物を提供したり
選挙事務所に差し入れたりすること　●選挙運動のために
自動車を連ねるなどで気勢を張る行為をすること　●選挙
後に当選祝賀会や集会を開催すること

投票区 投票所 区域
第１ 東部小学校講堂

（中央４丁目4）
中の沢、中央、美沢

第２ 北の里会館
（北の里345-6）

北の里、西の里の一部

第３ 西の里ファミリー体育館
　（西の里南１丁目2-3）

西の里、西の里北、西の里東、西
の里南、虹ヶ丘

第４ 富ヶ岡会館
　（新富町東２丁目3-7）

富ヶ岡、新富町西、新富町東、南
の里

第５ 輪厚児童体育館
　（輪厚中央４丁目12-19）

輪厚、輪厚中央、輪厚元町、島松、
三島、希望ヶ丘、仁別の一部

第６ 大曲ファミリー体育館
　（大曲中央２丁目4-3）

大曲の一部（国道36号から西）、
大曲南ヶ丘、大曲中央、大曲工業
団地、大曲幸町、大曲柏葉１丁目1-1

第７ 仁別集会所
（仁別361-2）

仁別

第８ 広葉中学校講堂
（広葉町５丁目1）

広葉町、栄町、輝美町、北進町

第９ 北の台小学校講堂
（共栄町４丁目6-1）

共栄町、共栄の一部（輪厚川用水
路から西）

第10 若葉小学校講堂
（若葉町３丁目12）

若葉町、南町、青葉町、白樺町

第11 高台小学校講堂
（高台町２丁目1）

高台町、里見町、泉町

第12 緑陽小学校講堂
（緑陽町１丁目2）

緑陽町、松葉町、山手町

第13 大曲東小学校講堂
（大曲光２丁目8）

大曲緑ヶ丘２～７丁目、大曲光、
大曲並木

第14 北広島東記念館
（朝日町５丁目1-2）

東の里、稲穂町西、稲穂町東、朝
日町、中の沢の一部

第15 大曲小学校講堂
　（大曲柏葉２丁目14-6）

大曲柏葉（１丁目1-1 を除く）、大
曲末広５～７丁目、大曲の一部（大
曲小学校区のうち国道36号から東）

第16 東部中学校多目的ホール
　（美咲き野 1丁目12-1）

東共栄、美咲き野、共栄の一部（輪
厚川用水路から東）

第17 ふれあい学習センター
（夢プラザ）多目的ホ
ール（大曲370-2）

大曲末広１～４丁目、大曲緑ヶ丘
１丁目、大曲の一部（大曲東小学
校区）、西の里1097

■問合せ　選挙管理委員会事務局（内線 794）
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礎
と
な
る
、
市
街
化
区
域
内
宅
地
の
路

線
価
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

場
所　

市
役
所
第
３
庁
舎
２
階（
税
務
課
）

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
２
）

　

一

般

住

宅

用

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
事
業
補
助
金

　

新
た
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●
市
内
で
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
に
、

国
の
補
助
金
を
受
け
て
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
こ
れ
か
ら
設
置
す
る

●
市
内
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き

の
建
て
売
り
住
宅
を
、
国
の
補
助
金
を

受
け
て
こ
れ
か
ら
購
入
し
居
住
す
る

補
助
金
額　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
５

万
円
（
限
度
額
は
15
万
円
）

補
助
件
数　

先
着
25
件
（
予
算
枠
に
達

し
た
時
点
で
終
了
）

申
込
み　

４
月
８
日
〜
平
成
24
年
１
月

31
日
に
、所
定
の
申
請
書
で
環
境
課（
内

線
６
３
４
）

＊
申
請
書
は
、
申
込
先
と
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成　

年
度
前
期

　

学
校
開
放
の
受
け
付
け

　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
を
団
体
活
動

に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
後
期
に
利
用
し
て
い
る

団
体
も
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
で
、
期
間

中
継
続
し
て
使
用
す
る
10
人
以
上
の
市

内
の
団
体

期
間　

５
月
16
日
〜
10
月
21
日
の
月
〜

金
曜
（
西
部
小
学
校
だ
け
火
〜
土
曜
）

利
用
時
間　

小
学
校
＝
午
後
６
時
〜
９

時
の
２
時
間
以
内
、
中
学
校
＝
午
後
７

時
〜
９
時
の
２
時
間
以
内

開
放
学
校　

小
学
校
＝
東
部
・
北
の
台
・

西
部
・
大
曲
・
大
曲
東
・
西
の
里
・
広

葉
・
緑
陽
の
８
校
、
中
学
校
＝
東
部
・

大
曲
・
広
葉
・
緑
陽
の
４
校

＊
申
請
書
に
添
付
し
て
い
る
実
施
要
項

を
必
ず
確
認
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
、
申
込
先

に
あ
る
申
請
書
で
市
教
委
社
会
教
育
課

（
内
線
６
７
３
）
か
各
出
張
所
、
団
地

住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

ア
イ
ヌ
子
弟
の

　

進
学
補
助
金
・
貸
付
金

対
象　

道
内
に
お
住
ま
い
の
ア
イ
ヌ
子

弟
で
高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
な
ど
に

在
学
し
、
経
済
上
の
理
由
で
修
学
が
困

難
な
方

〈
高
校
・
専
修
学
校
補
助
金
〉　

条
件　

次
の
い
ず
れ
の
貸
し
付
け
も
受

け
て
い
な
い
こ
と　

●
㈶
北
海
道
高
等

学
校
奨
学
会
の
奨
学
金　

●
日
本
学
生

支
援
機
構
の
奨
学
金　

●
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
に
よ
る
修
学
資
金　

●
北
海

道
看
護
職
員
養
成
修
学
資
金
な
ど

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加

　認定市民農園は駐車場などの設備が整備され、「新鮮な野菜を
収穫したい」、「家族で野菜を育てたい」、「退職後の趣味にし
たい」と考える市民の皆さんの「畑」として、親しまれています。
　現在、市内に５カ所の認定市民農園があります。５月にもう１
カ所新設されます。　
＊認定市民農園の利用申し込みや空き状況などは、各農園にお問
い合わせください。

名称 住所 連絡先

❶ 駅前市民農園 富ヶ岡779-1 寺
てらおか

岡（☎ 090-8901-7450）

❷ 市民農園ファミリーガーデン
西の里東４丁
目12-2 上

う え の

野（☎ 375-3181）

❸ さとみ市民農園 富ヶ岡89-4 白
しらさき

崎（☎ 373-2197）

❹ どんぐり倶
く ら ぶ

楽部 中の沢175-1 藤
ふじかわ

川（☎ 373-1930）

❺ 大曲市民農園エルフィンファーム 大曲377-2
ホクレン農業協同組合連合会
（☎ 377-8701）

❻ タケちゃんファーム 輪厚289 谷
たにかわ

川（☎ 376-2533）
◆問合せ　農政課（内線 850）

補
助
額
（
予
定
）　

●
国
公
立
高
校
・

高
等
専
門
学
校
＝
月
額
２
万
３
千
円
以

内　

●
私
立
高
校
＝
月
額
４
万
３
千
円

以
内　

●
専
修
学
校
＝
月
額
２
万
３
千

円
以
内

＊
平
成
23
年
度
に
入
学
す
る
方
は
、
こ

の
他
に
入
学
支
度
金
と
し
て
一
時
金
２

万
３
千
円
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

〈
大
学
・
短
期
大
学
貸
付
金
〉

条
件　

次
の
い
ず
れ
の
貸
し
付
け
も
受

け
て
い
な
い
こ
と　

●
日
本
学
生
支
援

機
構
の
奨
学
金　

●
母
子
及
び
寡
婦
福

祉
法
に
よ
る
修
学
資
金

貸
付
額　

●
国
公
立
＝
月
額
５
万
１
千

円
以
内　

●
私
立
＝
月
額
８
万
２
千
円

以
内

＊
平
成
23
年
度
に
入
学
す
る
方
は
、
こ

の
他
に
入
学
支
度
金
と
し
て
一
時
金
３

万
６
７
５
０
円
以
内
を
貸
し
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
８
０
０
）

講
演
会

　

家
庭
菜
園
に
お
け
る

　

堆
肥
の
上
手
な
使
い
方

日
時　

４
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

自
宅
で
作
っ
た
生
ご
み
堆
肥
の

使
い
方

講
師　

ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜も

り

主
任
技

師　

山
口
作
英
さ
ん
、
圃ほ

じ
ょ
う場
主
任　

鈴

木
啓
徳
さ
ん

＊
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

北
広
島
環
境
市
民
の
会
・
神か

沼ぬ
ま

（
☎
375
〜
４
２
５
６
）

５月
開園

❷

❸

❹

❺

❻

国道 274 号

道道栗山北広島線

道
央
自
動
車
道

国
道
36号

JR北広
　島駅北広島 IC

輪厚川

←札幌

恵
庭
↓

道
道
江
別
恵
庭
線

❶

北広島市役所
（代表）
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業
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

土
木
事
務
所
（
内
線
７
５
９
）

　

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
住
宅

●
西
の
里
団
地
（
西
の
里
南
１
丁
目
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
車
い
す
用
（
１
階
）
＝
２
戸
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
＝
１
戸
、
２
Ｄ
Ｋ

（
２
階
）
＝
１
戸

●
輪
厚
団
地
（
輪
厚
中
央
１
丁
目
）　

２
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
＝
１
戸　

い
ず
れ
も

浴
室
あ
り

入
居
申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方  
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正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
受
給
権
発
生

後
に
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た

配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
場
合
も
、
届

け
出
に
よ
っ
て
加
算
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
、
両
親
の
一
方
に
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
た
め
支
給
さ
れ
る
児

童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭
を
除
く
）

と
、
障
害
年
金
の
子
加
算
の
い
ず
れ
か

を
、
申
請
に
よ
り
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所
（
☎

892
〜
９
３
１
３
）

＊
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
児
童

家
庭
課
（
内
線
６
６
６
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

法

律

相

談

日
時　

４
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。助
言
・

相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

申
込
み　

４
月
13
日
ま
で
に
市
民
課
（
内

線
７
０
０
）

　

行

政

相

談

日
時　

４
月
12
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

年
金
・
登
記
・
道
路
・
河
川
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
国
の
行
政
機
関

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

日
時　

４
月
19
日
㈫　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

内
容　

基
礎
的
な
応
急
手
当
て

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

４
月
12
日
ま
で
に
消
防
署
（
☎

373
〜
２
３
２
２
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
FAX

　

373
〜

６
２
３
０
）

　

食
品
衛
生
責
任
者

　

実
務
者
講
習
会

　

食
品
営
業
施
設
の
許
可
を
更
新
す
る

前
に
、
食
品
衛
生
責
任
者
が
必
ず
受
講

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
会
で
す
。

日
時
・
会
場　

●
４
月
19
日
㈫
、
９
月
21
日
㈬
、
12
月

１
日
㈭
、
平
成
24
年
２
月
14
日
㈫
＝
千

歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
千
歳
市
北
栄

２
丁
目
２
〜
11
）

●
５
月
18
日
㈬
＝
恵
み
野
会
館
（
恵
庭

市
恵
み
野
北
２
丁
目
12
〜
２
）　

い
ず

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

申
込
み　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

千
歳
地
方
食
品
衛
生
協
会
（
☎
０
１
２

３
〜
23
〜
０
６
１
９
）

　

障
害
年
金
加
算
改
善
法

　

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
年
金
の
受
給
権

発
生
時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
ど
も
が

い
る
場
合
で
、
障
害
等
級
が
１
級
か
２

級
に
該
当
す
る
方
に
加
算
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

　

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

　

の
購
入
費
を
助
成

　

生
ご
み
の
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

と
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
を
助

成
し
ま
す
。
購
入
す
る
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

条
件　

市
内
指
定
店
で
対
象
機
種
か
ら

選
択

〈
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
〉　

●
容
器
を
適
正
に
管
理
で
き
る
土
地
が

あ
る
こ
と

●
１
世
帯
に
つ
き
１
個　

〈
電
動
生
ご
み
処
理
機
〉　

１
世
帯
に
つ

き
１
台

助
成
額　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
＝
２
０

０
０
円
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
＝
購
入

価
格
の
２
分
の
１
以
内
で
限
度
額
２
万

円
（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

助
成
個
数　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
＝
２

５
０
個
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
＝
50
台

＊
申
請
時
に
、
い
ず
れ
か
一
方
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

＊
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
、
過
去
に
助

成
を
受
け
た
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
直
接
、
廃

棄
物
対
策
課
（
内
線
６
０
６
）
か
各
出

張
所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ

ィ
ン
パ
ー
ク

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
意

見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

　

有

料

広

告

　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
掲
示
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
掲
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
広
告
代
理
店
を
通
し
て

計
画
案
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
産

　４月から国民年金保険料が改定され、15,020円になります。
４月上旬に日本年金機構から送付される納付書で、金融機関（ゆ
うちょ銀行を含む）かコンビニエンスストアで納めてください。

　学生は、申請すると国民年金保険料の納付が猶予
されます。毎年申請が必要です。
〈平成23年度分の申請〉
◇平成22年度に学生納付特例の承認を受けた方で、
23年度も同じ学校に在学している方
　３月下旬～４月上旬に、はがき形式の申請書が届
きます。引き続きこの制度を希望する方は、必要事
項を記入して投函してください。
◇申請書が届かない方と納付書が届いた方、初めて
申請する方、学校が変わった方
　市役所市民課か各出張所で申請してください。
持ち物　年金手帳か納付書、印鑑、平成23年度有効
の学生証か在学証明書
＊平成22年度分の申請受け付けは、４月28日までです。

■問合せ　市民課（内線 709）／新さっぽろ年金事務所（☎ 892-1631）
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相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加 健康づくり推進員養成講座を開催します

５月13日㈮に、エルフィンパークで「消費者ま
つり」を開催します。この中で行う地産地消料
理コンテストに出品するレシピを募集します。

日時 内容
５月13日㈮
午前９時30分～午後０時30分

市民の健康実態

５月20日㈮
午後２時30分～４時

生活習慣病予防の講話

５月26日㈭
午前９時30分～午後０時30分

健診についての講話、健康の
ためのストレッチ

６月３日㈮
午前９時30分～午後０時30分
＊雨天の場合は６月６日㈪に延期します。

ウオーキングコースを歩く

６月９日㈭
午前９時30分～午後１時30分

歯の健康、バランスの良い食
事の講話

６月17日㈮
午前９時30分～午後０時30分

認知症、介護予防についての
講話

６月24日㈮
午前９時30分～午後０時30分

市内見学

会場　芸術文化ホール活動室
定員　先着15人
＊６月９日だけ、試食用弁当代50 0円が掛かります。
申込み　５月６日までに健康推進課（内線 808）

　全７回です。５回以上の出席で、健康づくり推進員
として登録されます。
対象　市内にお住まいで健康に関心があり、市と協働
で取り組む健康のイベントや会議に参加できる方

健康づくり推進員
須賀董藏さん（栄町）

対象　市内にお住まいか、通勤・通学している方
条件
●バレイショ、ニンジン、ダイコンを１品以上
使う
●レシピは２人分で作成し、材料費を記入する
申込み　４月４日～20日に、自由様式にレシピ
と氏名・電話番号を記入し、直接か郵送、ファ
クスで北広島消費者協会（〒061-1192住所不要・
商業労働課内、内線 866、FAX372-0888）

審査方法
●１次審査＝書類審査
＊入選者には、直接連絡します。
●２次審査＝コンテスト当日、本人がレシピを
基に作った料理を、来場者が試食審査
＊入賞者には、賞品を進呈します。
＊当日の材料費は消費者協会が負担します。
＊レシピはお返ししません（このコンテスト以
外に使用しません）。

　自分自身の健康づくりの経験を生かし、市のボランティアとして地域に健康の輪を広げる活動をしませんか。

レシピ募集

講師　南極料理人
西村淳さん

●
市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
し
て
い
て
、

持
ち
家
が
な
く
住
宅
に
困
っ
て
い
る

●
入
居
す
る
家
族
が
２
人
以
上
（
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
車
い
す
用
と
２
Ｄ
Ｋ
は
１
人
以
上
）

●
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
車
い
す
用
は
、
申
込
者
か

同
居
者
が
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

で
、
車
い
す
を
常
時
使
用
し
て
い
る

●
住
民
税
の
納
付
状
況
が
良
好

●
暴
力
団
員
で
な
い 

●
月
所
得
額
が
15
万
８
０
０
０
円
以
下

（
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
就
学
前
の
子

が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円

以
下
）

＊
家
族
数
に
よ
る
年
間
総
収
入
の
限
度

額
は
次
の
と
お
り
で
す
（
給
与
所
得
者

が
１
人
の
場
合
）
。

必
要
書
類　

入
居
申
込
書
、
所
得
を
証

明
す
る
書
類
、
住
民
票

申
込
み　

４
月
12
日
・
13
日
に
直
接
、

建
築
課
（
内
線
７
５
５
）

　

食
育
推
進
懇
談
会
委
員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
食
育
活
動

に
関
心
が
あ
り
、
会
議
に
出
席
で
き
る

20
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数　

２
人

内
容　

食
育
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
（
年
４
回
程
度
）

任
期　

１
年
間
程
度

＊
謝
礼
金
と
交
通
費
は
、
市
の
規
定
に

沿
っ
て
支
払
い
ま
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
、
自
由
様

式
に
「
私
の
考
え
る
食
育
に
つ
い
て
」

の
意
見
や
考
え
（
８
０
０
字
程
度
）
と
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性

別
・
職
業
を
記
入
し
、
直
接
か
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
で
健
康
推
進
課
（
〒
061
〜

１
１
９
２
住
所
不
要
・
電
子
メ
ー
ルke

nkou@city.kitahiroshim
a.hokkaido.

　jp

・
内
線
８
０
６
）

登
録
し
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

サ

ポ

ー

タ

ー

　

豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
育
て
に
関

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。資
格
は
不
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
60
歳
以
上

募
集
人
数　

30
人

活
動
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い

あ
い
」
で
、
母
親
の
相
談
・
子
ど
も
の

遊
び
相
手

●
催
し
で
、
子
育
て
の
知
恵
や
昔
遊
び

の
伝
承
な
ど

＊
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

申
込
み　

４
月
16
日
ま
で
に
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
」
（
☎

376
〜
６
６
３
７
）

家族数 一般世帯 高齢者世帯

２人 3,511,999円 4,363,999円

３人 3,995,999円 4,835,999円

４人 4,471,999円 5,311,999円

５人 4,947,999円 5,787,999円

北広島市役所
（代表）



検診の種類 対象
 （年齢は受診日現在）

検診ができる
医療機関

受診料（自己負担額）

住民税課税世帯の方 住民税非課税世帯
か70歳以上の方

乳がん
（視触診とマンモグ
ラフィ）

40歳以上で平成22年度未受
診の女性
＊２年に１回の受診です。

対がん協会・
結核予防会

40～49歳＝1,900円
50～69歳＝1,600円

40～49歳＝600円
50歳以上＝500円

北広島病院 40～69歳＝1,600円 40歳以上＝500円

子宮がん 
 （けい部検診）

20歳以上で平成22年度未受
診の女性
＊２年に１回の受診です。

対がん協会・
結核予防会・
みよしレディ
ースクリニック

1,500円 500円

胃がん
（胃バリウム） 35歳以上

対がん協会・
結核予防会

1,500円 500円

大腸がん
（便の検査） 40歳以上 700円 200円

肺がん
（胸部レントゲン） 40歳以上 40～64歳＝400円 40～64歳＝100円

65歳以上＝無料

前立腺がん
　（PSA（血液）検査）

40歳以上で平成22年度未受
診の男性
＊２年に１回の受診です。

600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線検査）

40・45・50・55・60・65・
70歳の女性 300円 100円

エキノコックス症
（血液検査） 小学３年以上 対がん協会 無料

肝炎ウイルス
　（６月１日から実施）

40歳か過去に受診したこと
がない41歳以上
＊特定健診か後期高齢者健
診と同時受診です。

市内の医療機関 1,000円 300円
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非

常

勤

職

員

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
就
労
支

援
の
業
務
経
験
と
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
が
あ
る
65
歳
未
満（
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
就

労
指
導
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
な
ど

採
用
期
間　

５
月
１
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

報
酬　

月
額
13
万
６
８
０
０
円
と
通
勤

手
当
、
加
算
額
（
年
２
回
）

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
、厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写

真
付
き
）
を
持
ち
福
祉
課
（
内
線
８
０
４
）

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日
程
は

後
日
連
絡
）
で
決
定
し
ま
す
。

　

臨

時

職

員

対
象　

保
健
師
か
社
会
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
と
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
が
あ
る
方

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

高
齢
者
の
家
庭
訪
問
に
よ

る
相
談
業
務
な
ど

採
用
期
間　

５
月
１
日
〜
10
月
31
日（
６

カ
月
以
内
の
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
15
分　

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日

賃
金　

日
額
８
３
０
０
円
〜
８
７
０
０

円
と
通
勤
手
当　

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
、厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み　

４
月
８
日
ま
で
に
履
歴
書（
写

真
付
き
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持

ち
高
齢
者
支
援
課
（
内
線
６
９
４
）

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日
程
は

後
日
連
絡
）
で
決
定
し
ま
す
。

　

雪
対
策
基
本
計
画

　

策
定
検
討
委
員
会
委
員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
18
歳
以
上

（
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数　

３
人

内
容　

雪
対
策
に
関
す
る
総
合
的
な
計

画
の
作
成
に
向
け
て
の
調
査
・
検
討

任
期　

平
成
24
年
10
月
ま
で
（
予
定
）

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円
と
交
通
費

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
、
自
由
様

式
に
志
望
動
機
（
２
０
０
字
程
度
）
と

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

職
業
・
経
歴
を
記
入
し
、
直
接
か
郵
送

で
土
木
事
務
所
（
〒
061
〜
１
１
９
２
住

所
不
要
・
内
線
７
６
０
）

＊
書
類
審
査
で
選
考
し
ま
す
。

宮
中
歌
会
始

　

詠

進

歌

　

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
は
、「
岸
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
岸
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば
、

「
海
岸
」
、
「
川
岸
」
の
よ
う
な
熟
語

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領

●
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

がん検診（個別検診）

◆申込み　健康推進課か各出張所、団地住民センター、エルフィンパークに直接か、
住所・氏名・生年月日・年齢・電話番号・希望する検診の種類・受診する医療機関名
と、生活保護世帯の方は「無料」、住民税非課税世帯の方は「非課税」と記入し、封
書で市役所健康推進課（〒061‒1192・住所不要）。電話での申し込みはできません。
＊申し込みをした方には、数日後に受診券を送付します。到着後、受診する医療機関
に予約してください。受診日は必ず受診券をお持ちください。

◆検診の種類など
北海道対がん協会や市内の医療機関で通年で行っています。
年に１回は、定期検診を受けましょう。

■問合せ　健康推進課（内線807）

◆申込期限　平成24年２月29日
◆受診期限　平成24年３月31日

体部検査をする場
合は、住民税課税
世帯は700円、非
課税世帯と70歳以
上の方は200円の
追加料金が掛かり
ます。

喀
かくたん

痰検査をする場
合は、住民税課税
世帯は800円、非
課税世帯と70歳以
上の方は200円の
追加料金が掛かり
ます。

国保の特定健診、後期高齢者健診、
30歳代健診、対がん協会の送迎バス
検診（がん検診）は、本紙５月１日
号でお知らせします。
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問合せ　㈳北広島市シルバー人材センター（☎373‒6763)

あなたの街のシルバー人材センター

　対象は市内にお住まいのおおむね60歳以上で、働く意
欲がある健康な方。シルバー人材センターの趣旨を理解
してくれる方なら、誰でも会員になれます。
＊入会説明会は定期的に開催しています。希望する方は、
事前に申し込んでください。
＊入会には、年会費など3 ,700円が掛かります。

次回の入会説明会は、４月26日㈫の午前９時30分
から、シルバー活動センターで開催します。

　１月に種をまいて大事に育ててきた花たち。開花の
時期を間近に控え、庭や花畑で生き生きと花を咲かせ
る日を今か今かと待っています。
　花苗は、５月から６月初旬ま
で北の台小学校裏のビニールハ
ウスで販売するほか、５月初旬
に開催予定の「シルバーふれあ
い祭り」でも販売します。詳し
くは、お問い合わせください。

り
ま
す

●
用
紙
は
半
紙
と
し
、
全
て
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い

●
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
・
氏
名
（
本
名
、
振
り

仮
名
付
き
）
・
生
年
月
日
・
職
業
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い

●
病
気
や
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
自
書

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆

（
理
由
と
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
別

紙
で
添
付
）
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
（
理
由
を
別
紙
で
添
付
）
、
点

字
（
視
覚
障
が
い
者
）
の
い
ず
れ
か
で

も
提
出
で
き
ま
す

申
込
み　

９
月
30
日
（
郵
送
は
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
宮
内
庁
（
〒
100
〜
８

１
１
１
・
住
所
不
要
）

＊
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

９
月
20
日
ま
で
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
返
信
用
切
手

を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
郵
送
で
宮

内
庁
式
部
職

　

子
ど
も
実
行
委
員

　

７
月
10
日
㈰
に
中
央
公
民
館
で
開
催

す
る
、
第
13
回
ワ
ク
ワ
ク
公
民
館
子
ど

も
ま
つ
り
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
・
中
学
生

内
容　

計
画
や
会
場
の
飾
り
作
り
な
ど

の
準
備
、
当
日
の
運
営

定
員　

50
人

＊
５
月
７
日
㈯
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館
で
発
会
式
を
し
ま
す
。
筆

記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
28
日
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
中
央
公
民
館
（
☎
373
〜
０
１

０
１
・
FAX

　

373
〜
０
１
４
０
）

　

生
涯
学
習
市
民
活
動

　

団
体
支
援
事
業

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営
す
る

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
対
象　

講
演
会
や
鑑
賞
会
な
ど
、

市
民
団
体
が
自
主
的
に
企
画
す
る
事
業

で
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
市
内
で
広

く
公
開
さ
れ
る
も
の

＊
市
か
ら
別
に
支
援
を
受
け
て
い
る
事

業
や
、
活
動
の
継
続
性
が
認
め
ら
れ
な

い
団
体
が
行
う
事
業
は
対
象
外
で
す
。

内
容　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内（
限

度
額
は
30
万
円
）
を
助
成

申
込
み　

市
教
委
社
会
教
育
課
（
内
線

８
９
５
）

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
（
65
歳
以
上
の
場
合

は
、
60
〜
64
歳
に
献
血
し
た
こ
と
が
あ

る
方
）

日
程　

４
月
13
日
㈬

時
間　
・　
コ
ー
ス　

消
防
本
部（
北
進
町
）

＝
午
前
８
時
50
分
〜
９
時
40
分
▼
Ｍ
Ｐ

ア
グ
ロ
㈱
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前

10
時
20
分
〜
11
時
30
分
▼
東
日
本
高
速

道
路
㈱
札
幌
管
理
事
務
所（
大
曲
並
木
）

コミュニティＦＭ放送・エフエムメイプル（79.
9MHz）の電波に乗せて、市からの情報を放送
中。有線放送で聴くこともできます。

市役所情報ＢＯＸ
きたひろ再発見
市の行事や制度を紹介

名所・イベントなどを紹介

月～金曜

毎週水曜

 8:55～ 9:00
14:55～15:00

15:30～15:40
■問合せ　情報推進課（内線774）

＝
午
後
２
時
〜
４
時
40
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
７
）

　

高
齢
者
の
た
め
の

　

介

護

予

防

〈
健
康
運
動
教
室
〉

日
程　

５
月
20
日
〜
７
月
22
日
の
各
金

曜
（
全
10
回
）

時
間
・
会
場　

●
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
＝
西
の
里
会
館　

●
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
＝
中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

筋
力
向
上
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
講
話
な
ど

定
員　

20
人

参
加
料　

全
10
回
１
２
０
０
円

〈
水
中
運
動
教
室
〉

日
時　

５
月
24
日
〜
８
月
９
日
の
各
火

曜
（
全
12
回
）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル

内
容　

水
中
で
の
筋
力
向
上
運
動
や
ス

ト
レ
ッ
チ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
温
浴
な
ど

定
員　

15
人

参
加
料　

１
回
４
０
０
円

＊
水
着
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま
す
（
１

回
２
１
０
円
）
。

〈
共
通
事
項
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
足
腰
に
不

安
が
あ
る
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
認
定

者
を
除
く
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
保
養
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
動
指
導
員
ほ
か

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
・
支
援
の
状
態
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
み　

４
月
28
日
ま
で
に
高
齢
者
支

援
課
（
内
線
８
１
１
）　

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

対
象　

心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
と
そ
の
家
族

日
時　

４
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東
雲
町

４
丁
目
２
）

相
談
員　

精
神
神
経
科
医
師
、
保
健
師

申
込
み　

４
月
19
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

予
防
接
種
委
託

　

医
療
機
関
の
変
更

　

渡
辺
小
児
科
は
、
閉
院
の
た
め
委
託

医
療
機
関
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
７
）

北広島市役所
（代表）
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問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

花ホールレター

月曜（祝日を除く）は休館

　

こ
こ
ろ
の
交
流
会

対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
中
か
過
去
に

受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
65
歳
未
満
か
そ

の
家
族

日
時　

４
月
19
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

◦
悩
み
や
体
験
を
語
り
合
い
情

報
交
換
す
る　

◦
茶
話
会

申
込
み　

４
月
18
日
ま
で
に
障
が
い
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
☎
376
～

７
７
７
６
）

近
隣
市
情
報

　

夢
市
場
あ
つ
べ
つ

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を

高
め
る
た
め
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

す
。10
月
ま
で
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
回
目
＝
４
月
29
日
㈮　

午
前

10
時
～
午
後
２
時

＊
雨
天
の
場
合
は
、
４
月
30
日
㈯
に
開

催
し
ま
す
。

会
場　

ふ
れ
あ
い
広
場
あ
つ
べ
つ
・
科

学
館
公
園
（
札
幌
市
厚
別
区
厚
別
中
央

１
条
５
丁
目
２
）

問
合
せ　

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会

（
☎
513
～
６
５
７
８
）

　

野
菜
づ
く
り
実
践
講
座

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
野
菜
作
り

に
興
味
と
意
欲
が
あ
り
、
自
力
で
農
園

に
来
ら
れ
る
方

札幌出身で、昭和52年にフランスのロン＝ティ
ボー国際コンクールで２位に入賞。東京芸術大
学音楽学部長を務める実力派。

６月11日㈯
開場／午後３時30分
開演／午後４時

曲目　ピアノソナタ第２３番ヘ短調「熱情」ｏ p . ５７（ベートーベン）、
水の戯れ（ラベル）、さすらい人幻想曲（シューベルト）ほか
入場料　全席指定／前売り・当日とも
　【一般】２，０００円　　【高校生以下】１，０００円
チケット発売　４月９日㈯　午前10時（地区図書室の予約受け付けは
４月１０日から）

世界最高峰のオーケストラの管楽器奏者による五重奏です。

７月３日㈰
開場／午後５時
開演／午後５時30分
曲目　弦楽五重奏曲変ホ
長調 o p .４（ベートーベ
ン作曲／ライトマン編曲）、
木管五重奏曲ト短調（タ
ファネル）ほか
入場料　全席指定／前売
り・当日とも
【一般】３，０００円　【高校生以下】１，５００円
チケット発売　４月16日㈯　午前10時（地区図書室の予約受け付けは
４月１７日から）

出演（演奏順）　
◦高橋公子（フルート）、加藤祐子（ピアノ）　
◦河崎和香子（ソプラノ）、松原礼子（ピアノ）
◦島田優香（クラリネット）　
◦山田季美子（ユーフォニウム）、小林もえ子（ピ
　アノ）
◦浅沼恵輔（ピアノ）　
◦山本郁実（クラリネット）、森希美（ピアノ）
◦木幡周子（ソプラノ）、佐藤詩朗（ピアノ）　
◦岡本千里（オーボエ）、富本佳奈（ピアノ）　
◦若狭玲衣（ピアノ）
曲目　歌劇「椿姫」から「ああ、そはかの人か～
花から花へ」（べルディ）、エチュード o p . １０－
１２「革命」（ショパン）、「映像」第１集から第
３曲「運動」（ドビュッシー）ほか
＊演奏順・曲目は変更することがあります。
入場料　５００   円（全席自由）
チケット取扱　芸術文化ホールと市役所各出張所、
団地住民センター、エルフィンパーク、夢プラザ
＊３歳未満の子の入場はできません。託児サービ
スを希望する方は、４月１２日までに申し込んでく
ださい（有料）。

ロビーコンサートに出演した若手演奏家が一堂に
会してお届けする、春の季節にふさわしいフレッ
シュな演奏会です。

４月17日㈰
開場／午後１時30分
開演／午後２時

〈共通事項〉
チケット取扱　芸術文化ホールと大丸・４プラ・ヤマハ札幌店の各プ
レイガイド、ローソン各店、ローソンチケット電話予約（☎ 0570-084-
001　Ｌコード＝植田克己ピアノリサイタルは １５６５６、ベルリン・フィ
ルハーモニー木管五重奏団演奏会は１５６９２）。地区図書室（予約受け
付けは午後５時まで）
＊車いす席を希望する方は、お問い合わせください。
＊未就学児童の入場はできません。託児サービスを希望する方は、植
田克己ピアノリサイタルは６月７日まで、ベルリン・フィルハーモニ
ー木管五重奏団演奏会は６月28日までに申し込んでください（有料）。

＊北海道公立学校教職員互助会平成２３年度芸術文化公演事業

チケット
発売中

007542
タイプライターテキスト

007542
タイプライターテキスト

007542
長方形

007542
タイプライターテキスト
都合により
中止となりました

007542
タイプライターテキスト

007542
タイプライターテキスト

007542
タイプライターテキスト

007542
タイプライターテキスト

007542
タイプライターテキスト
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子どもＩＴランド

番号 日程 時間 コース 対象（20歳以上）
101 ４/13 ㈬
　/14 ㈭

9:30
～12：30

Ｅｘｃｅｌ入門1
＜表とグラフを作る＞

パソコンの基礎知
識がある方

102 13：30
～16：30

Word入門1
＜案内文書を作る＞

103 ４/23 ㈯
　/24 ㈰

13：30
～16：30

はじめてのパソコン1
＜文字入力＞

パソコンを初めて
使う方

104 ４/27 ㈬
　/28 ㈭

9:30
～12：30

Ｅｘｃｅｌ入門2
＜同好会名簿とカレ
ンダーを作る＞

過去にＥｘｃｅｌ入門1
を受講したか、Ｅｘｃｅｌ
の基礎知識がある方

105 13：30
～16：30

Word入門2
＜ポスターを作る＞

過去にWord入門1
を受講したか、Word
の基礎知識がある方

日程 時間 内容 対象
４/16 ㈯ 10：00

～11：30 パソコンでぬりえをしよう！
小学
１・２年

ＩＴネットワーク講習会

定員　各コース先着12人（申込者が少ないときは中止の場合あり）
申込期限　各コース受講日の１週間前
申込み・会場　ＩＴステーション
　（中央公民館内・☎ 376-7955）

主催・ＮＰＯ北広島
ＩＴネットワーク

日・月曜
は休館

１コース 2,500円

無料

日
時　

５
月
〜
９
月
の
平
日　

い
ず
れ

も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
（
全
11
回
）

＊
講
習
日
以
外
に
も
、
草
取
り
な
ど
の

農
園
管
理
が
あ
り
ま
す
。

会
場　

●
講
習
＝
中
央
会
館
（
市
役
所

隣
）　

●
実
践
＝
さ
と
み
市
民
農
園
（
里

見
町
２
丁
目
９
に
隣
接
）

内
容　

●
土
作
り
や
肥
料
・
農
薬
な
ど

の
知
識
・
技
術
の
講
義
や
実
践　

●
野

菜
の
収
穫
、
試
食
会

講
師　

農
業
者
、
農
業
改
良
普
及
員

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

全
11
回
３
０
０
０
円

＊
保
険
料
２
０
０
円
程
度
が
別
に
掛
か

り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
農
政
課（
内

線
８
５
０
）

　

親
子
で
音
楽
を
楽
し
む

　

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

対
象　

３
歳
〜
小
学
３
年
の
子
と
そ
の
親 

日
時　

５
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
央
公
民
館

内
容

●
音
楽
会
で
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

●
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
音
楽
会

●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
体
験

出
演　

碓
井
由
美
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、

佐
藤
和
華
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ベ
ル
の
指
導
）　

定
員　

先
着
20
組

参
加
料　

１
組
５
０
０
円

申
込
み　

５
月
10
日
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
中
央
公
民
館
（
☎
373
〜
０
１

０
１
・
FAX

　

373
〜
０
１
４
０
）

夢プラザふれあいデー

４月28日㈭

曲目　さくらさくら、アルハ
ンブラの思い出、上を向いて
歩こうほか 問合せ　夢プラザ（☎ 370-7373）

竹
形
貴
之
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）

加
藤
由
美
子
さ
ん
（
箏
）

入場無料
午前11時30分～午後０時10分
（開場午前11時）

日時　５月22日㈰　午前９時～午後３時
内容　●倉庫や車両・戦車整備工場、被服工場など
の見学　●自衛隊車両の体験試乗　●部隊食で昼食
定員　先着40人
参加料　３７８円（昼食代）
申込み　５月10日までに所定の申込用紙を直接、島
松駐屯地警衛所か、郵送で島松駐屯地広報班（〒061-
1393恵庭市西島松308・☎0123-36-8611内線5250）
＊申込用紙は市役所案内と島松駐屯地警衛所ほかで
配布します。北海道補給処のホームページ（http://
www.mod.go.jp/gsdf/nae/nadep/dep.html）から
もダウンロードできます。

北広島市役所
（代表）
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名称・住所・電話番号 日時・内容 地図
地域子育て支援センター
「あいあい」

中央３丁目3-1
しんこうビル１階
☎376-6637

●みんなの広場（月～土曜、10:00～12:00､13:00～16:00）
　自由に遊びに来てください。
●出前みんなの広場
　月１回、地域交流ホームふれて
　（白樺町１丁目8 - 2）でみんな
　の広場を開催します。
●子育て相談（月～土曜、10:00～16:00）
●親子にこにこ広場　　　　　●子育て講座　
●子育てサークル支援　　　　●子育てに関する情報提供
●シルバー子育てサポート
　地域の高齢者に昔遊びや子育ての知恵を伝えてもらいます。

大曲いちい保育園
「ぶらんこ」

大曲370-8
☎377-1515

●みんなの広場（月～金曜、9:00～12:00、15:30～17:30）
　自由に遊びに来てください。今月は４日㈪から開放します。
　火曜は１歳６カ月～３歳の子、木曜は３カ月～１歳６カ月の子が
　対象です。
●子育て相談（月～金曜､ 9:00～17:00）
●すくすく広場
　月１回、子育て講座や季節の行事を開催します。
●子育てサークル支援

西の里きらきら保育園
「どんぐり」

西の里北２丁目4-5
☎375-5833

　

  「子育て＋ぷらす」は、子育てを応援するページです。出産前と、乳幼児から
おおむね小学６年までが対象の催しなどを掲載しています。

す
み
れ
保
育
園

　

一
時
預
か
り
事
業
を

　

休
日
に
も
実
施
し
ま
す

　

す
み
れ
保
育
園
で
平
日
に
実
施
し
て

い
る
一
時
預
か
り
事
業
を
、
５
月
１
日

か
ら
保
護
者
の
就
労
に
よ
る
場
合
に
限

り
、
年
末
年
始
を
除
く
日
曜
・
祝
日
に

も
実
施
し
ま
す
。

＊
利
用
時
間
や
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
最
初
の
利
用
日
の
５
日
前
ま
で
に
、

登
録
と
面
接
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
15
日
か
ら
児
童
家
庭
課

（
内
線
８
０
１
）

　

乳
幼
児
に
多
い

　

事
故
と
救
急
法

対
象　

10
カ
月
〜
１
歳
６
カ
月
の
子
の
親

日
時　

４
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

会
場　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ

い
あ
い
」

定
員　

先
着
10
人

＊
託
児
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
13
日
ま
で
に
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
」
（
☎

376
〜
６
６
３
７
）

　

子

育

て

講

座

対
象　

就
学
前
の
子
と
そ
の
親

日
時　

４
月
25
日
㈪　

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

春
の
メ
ー
ク
を
学
ぶ

定
員　

先
着
10
人

会
場
・
申
込
み　

西
の
里
き
ら
き
ら
保

育
園
（
☎
375
〜
５
８
３
３
）

対
象　

１
歳
〜
就
学
前
の
子
と
そ
の
親

日
時　

４
月
18
日
㈪　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

内
容　

こ
い
の
ぼ
り
を
作
る

定
員　

先
着
15
組

申
込
み　

西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園（
☎

375
〜
５
８
３
３
）

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
５
周
年

日
時　

４
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

内
容　

○
×
ク
イ
ズ
や
簡
単
な
ゲ
ー
ム

　子育て中の親子が気軽に訪れ、遊んだり、交流したり、仲間づくりをしたりする場です。
子育てについて分からない事や困っている事は、保育士が相談に応じます。

土

すくすく広場

ぴよぴよサロン（10:00～15:00）
１歳以上の子が対象です

よちよちサロン（10:00～15:00）
０・１歳の子が対象です

サークル支援（ 9:00～13:00）
場所の提供や遊びの紹介をします

＊このほか、すくすく広場や子育て講座も開催します。

曜日によって対象年齢や内容が異なります。

ころころ広場（10:00～11:30）
ぴよぴよサロン（11:30～15:00）

１回目の開催は、４月20日㈬
の10:00～11:30です。ぜひ親
子で遊びに来てください

子育て相談（10:00～15:00）
来所による相談を受け付けます
月

水

金

火

木

ぴよぴよパパサロン（8:00～13:00）
お父さんも一緒にお越しください

電話による相談は月
～土曜の10:00～16:00
に受け付けます
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▼
私
向
上
委
員
会
〝
子
育
て
マ
マ
の
た

め
の
キ
レ
イ
講
座
〞

　

体
質
に
合
わ
せ
た
健
康
料
理（
薬
膳
）

を
学
び
な
が
ら
、
育
児
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
子
連
れ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

就
学
前
の
子
の
母
親

日
時　

４
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分

会
場　

東
記
念
館

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

丹た
ん
じ治

（
☎
・
FAX

　

376
〜
８
５
５

６
、
電
子
メ
ー
ルshiocheis7201@doco

m
o.ne.jp

）

　
▼
北
広
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し
て
、
違
う
学
校

の
友
達
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

 

北
の
台
・
東
部
・
広
葉
・
若
葉
・

高
台
・
緑
陽
の
各
小
学
校
の
児
童

日
程　

週
２
回
程
度
（
学
年
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

会
費　

年
額
２
万
円
、
入
団
金
４
０
０

０
円

＊
４
月
16
日
㈯
の
午
後
７
時
か
ら
、
中

央
公
民
館
で
入
団
説
明
会
を
し
ま
す
。

問
合
せ　

新に
っ
た田
（
☎
372
〜
７
８
８
５
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
家
・
あ
お
ぞ

ら
保
育
園
〝
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
〞

　

親
子
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
日
時　

●
０
歳
児
＝
毎
週
火
曜

●
１
歳
児
＝
毎
週
水
曜　

●
２
歳
児
＝

毎
週
木
曜　

●
３
〜
５
歳
児
＝
毎
週
金

曜　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

＊
終
了
後
、
午
後
２
時
ま
で
会
場
を
自

由
に
使
え
ま
す
。

＊
参
加
料
な
ど
が
掛
か
り
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ　

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
（
大

曲
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
〜
７
・
☎
370
〜
３

１
１
８
）

▼
大
曲
英
語
サ
ー
ク
ル

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
小
学
４
〜

６
年

日
時　

月
３
回
火
曜　

午
後
５
時
か
ら

会
場　

丸
山
宅
（
大
曲
緑
ヶ
丘
５
丁
目

５
〜
７
）

定
員　

５
人

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

申
込
み　

丸ま
る
や
ま山

（
☎
377
〜
８
８
９
４
）

　朝食を食べさせましょう
　朝食を食べると体温や血糖値が上昇し、脳が活発
に働き始めます。食べないと昼間元気に体を動かし
たり、話や勉強に集中したりできなくなります。食
べ始める30分前に起き、すっきりしてから朝食を取
るのが理想的です。おにぎりやシリアル、牛乳、ヨ
ーグルト、果物など、食べやすいものから始めてみ
ましょう。

　お父さん、お母さんは子どもを見守りましょう
　入園・入学時期の子どもは、これから始まる保育
園や幼稚園、学校などでの生活にわくわくしている
反面、これまでにない不安や緊張を感じていること
でしょう。お父さん、お母さんは子どもの話をじっ
くり聞いたり一緒に遊んだりしながら、あまり神経
質にならずに子どもの自立への一歩を見守ってあげ
ましょう。

問合せ　健康推進課（内線 808）

子どもの写真をお寄せください。
対象は３歳までで、１人につき１
回に限ります。
投稿方法　12字以内のコメントと
子どもの氏名・住所・電話番号を
記入し、写真データを添えて直接
か郵送（〒061‒1192住所不要）、
電子メール（koho@city.kitahiro
shima.hokkaido.jp）で情報推進
課（写真はお返ししません）

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加

な
ど

＊
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
370
〜
７
３
７
２
）

　
対
象　

２
・
３
歳
の
子
と
そ
の
親

日
時　

４
月
22
日
㈮　

午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容　

段
ボ
ー
ル
と
紙
コ
ッ
プ
で
ア
ヒ

ル
を
作
る

定
員　

先
着
15
組

会
場
・
申
込
み　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
370
〜
７
３
７
２
）

夢
ゆ め た

太くらぶ

早
く
サ
ッ
カ
ー
し
た
い
な
ぁ
！

山中康太ちゃん
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▼
大
正
琴　

一
日
無
料
体
験
会

　

癒
し
の
音
色
・
大
正
琴
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

基
本
的
な
練
習
、
ミ
ニ
演
奏
会

（
花
、
千
の
風
に
な
っ
て
ほ
か
）

＊
大
正
琴
は
貸
し
ま
す
。

問
合
せ　

渡わ
た
な
べ辺

（
☎
372
〜
２
８
１
０
）

▼
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
ド
ル
チ
ェ
〝
無
料

体
験
教
室
〞

　

懐
メ
ロ
や
演
歌
な
ど
を
大
正
琴
で
楽

し
く
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
５
日
㈫　

午
前
11
時
30
分

か
ら

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

＊
大
正
琴
は
貸
し
ま
す
。

問
合
せ　

藤ふ
じ
か
わ川

（
☎
373
〜
１
５
７
３
）

▼
フ
ラ
サ
ー
ク
ル　

ケ
ア
ロ
ヒ
イ
カ
ラ

ー
〝
フ
ラ
ダ
ン
ス　

ワ
ン
コ
イ
ン
レ
ッ

ス
ン
５
日
間
〞

　

誰
で
も
何
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
７
日
㈭
・
14
日
㈭　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
４
月
15

日
㈮　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
４
月

19
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
４

月
29
日
㈮　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

講
師　

タ
カ
コ
ケ
ア
ロ
ヒ
さ
ん

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

申
込
み　

村む
ら
ば
や
し林

（
☎
・
FAX

　

373
〜
７
７
７
４
）

▼
地
域
交
流
ホ
ー
ム
ふ
れ
て「
講
演
会
」

日
時　

４
月
９
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
ふ
れ
て
（
白

樺
町
１
丁
目
８
〜
２
）

内
容　

講
演
「
北
海
道
の
野
生
動
物
シ

リ
ー
ズ
〜
ヒ
グ
マ
、
そ
の
繁
殖
を
中
心

と
し
た
生
態
に
つ
い
て
」

講
師　

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

金
川

弘
司
さ
ん

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

寺て
ら
お
か岡

（
☎
372
〜
４
６
２
７)                                             

▼
北
広
島
市
花
の
会〝
第
２
回
研
修
会
〞

日
時　

４
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

講
演
「
花
新
聞
が
取
材
し
た
北

海
道
の
庭
」

講
師　

花
新
聞
編
集
長　

平
野
薫
さ
ん

参
加
料　

１
０
０
０
円

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費

は
２
０
０
０
円
で
す
。　

問
合
せ　

白し
ら
い
し石

（
☎
372
〜
３
７
７
９
）

▼
北
広
島
九
条
の
会
〝
例
会
・
講
演
会

「
私
の
戦
争
体
験
〜
中
国
・
ソ
連
で
の

15
年
間
」
〞

日
時　

４
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

大
河
原
孝
一
さ
ん

参
加
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

問
合
せ　

梁や
な
が
わ川

（
☎
・
FAX

　

375
〜
９
６
０
０
）

▼
エ
ル
フ
ィ
ン
コ
ー
ル
〝
ア
カ
ペ
ラ
の

つ
ど
い
〞

　

自
由
に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

曲
目　

ビ
ク
ト
リ
ア
作
曲
「
ア
ベ
マ
リ

ア
」
、
ド
イ
ツ
民
謡
な
ど

出
演　

丘
の
声
ド
レ
ミ
、
恵
庭
女
声
コ

ー
ラ
ス
、
ヴ
ェ
ス
ト
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ふ
う
が
、
女
声
合
唱
ピ

ア
ニ
ッ
シ
モ

問
合
せ　

酒さ
か
い井
（
☎
・
FAX

　

375
〜
２
３
７
９
）

▼
板
垣
恵S

ス
プ
リ
ン
グ

pring C

コ
ン
サ
ー
ト

oncert　
日
本
歌

曲
の
昼
下
が
り

日
時　

４
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

滝
廉
太
郎
作
曲
「
花
」
、
小
林

秀
雄
作
曲
「
す
て
き
な
春
に
」
ほ
か

出
演　

板
垣
恵
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、

山
口
玲
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

問
合
せ　

板い
た
が
き垣

（
☎
372
〜
７
５
３
５
） 

▼
骨
格
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
の
「
健
伸
塾
」

〝
体
験
会
〞

　

肩
こ
り
や
腰
・
膝
の
痛
み
を
予
防
し
、

健
康
増
進
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

70
歳
以
下

日
時　

４
月
21
日
㈭　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

申
込
み　

平ひ
ら
は
た畠

（
☎
373
〜
３
０
３
６
）

▼
サ
ロ
ン
・
マ
ー
マ
リ
ー
ド
〝
第
21
回

マ
ー
マ
リ
ー
ドin

シ
ョ
ッ
プ
〞

　

衣
類
や
お
も
ち
ゃ
、日
用
雑
貨
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
す
。

日
時　

５
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
２
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
出
店
者
も
募
集
中
で
す
。
通
信
費
２

０
０
円
が
掛
か
り
ま
す
。先
着
35
店
で
す
。

問
合
せ　

曽そ

ね根
（
☎
372
〜
７
６
６
６
）

　
▼
北
広
島
朗
読
の
会
ひ
び
き

　

読
む
こ
と
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

対
象　

60
歳
以
下

内
容　

録
音
物
の
製
作
と
サ
ポ
ー
ト

申
込
み　

４
月
７
日
ま
で
に
遠え

ん
ど
う藤

（
☎

090
〜
６
６
９
３
〜
１
４
１
９
）

▼
き
た
ひ
ろ
し
ま
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
大

学
〝
講
座
受
講
生
〞

　

中
高
年
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り

の
た
め
の
講
座
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
パ
ソ
コ

ン
初
心
者

日
時　

４
月
〜
平
成
24
年
３
月
の
毎
週
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火
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

道
都
大
学
パ
ソ
コ
ン
教
室

講
師　

道
都
大
学
経
営
学
部
教
授　

由

水
伸
さ
ん
、准
教
授　

河
野
善
文
さ
ん
、

田
澤
佳
昭
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

会
費　

月
額
２
５
０
０
円

申
込
み　

阿あ

べ部
（
☎
377
〜
３
１
８
１
）

▼
コ
ー
ル
花か

の
ん音

　

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
女
声
合
唱
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

板
垣
恵
さ
ん

会
費　

月
額
３
５
０
０
円

問
合
せ　

伊い
と
う藤

（
☎
372
〜
０
８
６
３
）

▼
初
心
者
・
婦
人
囲
碁
研
修
会

　

囲
碁
は
老
若
男
女
、
誰
で
も
で
き
る

楽
し
い
頭
の
体
操
で
す
。
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
囲
碁
の
初

心
者

日
時　

毎
週
水
曜　

正
午
〜
午
後
４
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

年
額
３
０
０
０
円

問
合
せ　

堀ほ
り
ま
つ松

（
☎
372
〜
７
１
８
６
）

▼
茶
の
湯
教
室

　

茶
室
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
１
・
３
木
曜　

午
前
10

時
〜
午
後
１
時

会
場　

側
宅（
稲
穂
町
西
７
丁
目
１
〜
９
）

内
容　

客
と
し
て
の
作
法
、
茶
の
た
て

方
の
基
礎
、
懐
石
料
理
の
作
法

会
費　

月
額
２
５
０
０
円

問
合
せ　

側が
わ

（
☎
372
〜
５
９
５
５
）

▼
将
棋
同
好
会

　

将
棋
の
心
得
が
あ
る
方
や
駒
を
動
か

し
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

中
央
公
民
館

会
費　

月
額
５
０
０
円

問
合
せ　

時と
き
た田
（
☎
373
〜
０
３
９
０
）

▼
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会　

北
進
吟
詠
会

　

人
生
の
楽
し
み
と
し
て
詩
吟
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

北
進
団
地
集
会
所
（
北
進
町
２

丁
目
１
）

会
費　

月
額
８
０
０
円

問
合
せ　

田た
な
か中

（
☎
373
〜
１
４
９
０
）

▼
北
広
・
う
た
・
倶く

ら

ぶ

楽
部

　

一
緒
に
歌
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
水
曜　

午
後
６
時
〜
９
時

会
場　

シ
ル
バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

有あ
り
よ
し好
（
☎
372
〜
０
４
２
６
）

▼
北
広
島
柔
道
少
年
団

　

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

幼
稚
園
年
長
〜
中
学
３
年

日
時　

毎
週
火
・
金
曜　

午
後
６
時
30

分
〜
９
時
（
小
学
２
年
以
下
は
午
後
８

時
ま
で
）

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
２
０
０
０
円
、
入
団
費
２

０
０
０
円

問
合
せ　

中な
か
む
ら村
（
☎
373
〜
０
７
５
４
）

▼
西
の
里
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
象　

小
学
１
年
〜
中
学
３
年

日
時　

●
毎
週
水
曜　

午
後
５
時
30
分

〜
７
時
30
分　

●
毎
週
金
曜　

午
後
５

時
〜
７
時

会
場　

西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館

会
費　

小
学
生
＝
月
額
１
９
０
０
円
、

中
学
生
＝
月
額
１
７
０
０
円

問
合
せ　

猫ね
こ
づ
か塚

（
☎
・
FAX

　

375
〜
５
１
５
８
）

▼
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル
「
背
骨
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」

　

骨
の
ゆ
が
み
を
正
し
い
位
置
に
矯
正

し
、
元
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
筋
肉
を
付

け
る
簡
単
な
健
康
体
操
を
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
金
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

シ
ル
バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー

講
師　

背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
協

会　

岡
崎
真
佐
子
さ
ん

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
合
せ　

勝か
つ
べ部

（
☎
373
〜
３
７
０
０
）

▼
北
広
島
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

一
般
の
部
も
あ
り
ま
す
。
見
学
・
体

験
は
自
由
で
す
。

対
象　

５
歳
以
上

日
時
・
会
場　

●
火
曜
日
コ
ー
ス　

毎

週
火
曜　

午
後
７
時
〜
９
時
＝
総
合
体

育
館　

●
土
曜
日
コ
ー
ス　

毎
週
土
曜

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分
＝
総
合
体

育
館　

●
高
台
教
室　

毎
週
木
曜　

午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
＝
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー　

●
輪
厚
教
室　

毎
週
火
曜

午
後
６
時
〜
８
時
＝
輪
厚
児
童
体
育
館

会
費　

月
額
４
０
０
０
円

問
合
せ　

七な
な
お尾

（
☎
090
〜
８
４
２
９
〜

６
３
１
８
）

▼
着
付
け
サ
ー
ク
ル

〈
西
の
里
着
付
け
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら

の
会
」　
〉

日
程　

４
月
20
日
〜
10
月
５
日
の
第
１
・

３
・
５
水
曜

会
場　

西
の
里
会
館

〈
北
広
着
付
け
サ
ー
ク
ル
「
紬つ

む
ぎ

の
会
」　
〉

日
程　

４
月
７
日
〜
９
月
29
日
の
第
１
・

３
・
５
木
曜　

会
場　

東
記
念
館

〈
共
通
事
項
〉

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

＊
会
館
使
用
料
が
別
に
掛
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

類る
い
け家

（
☎
375
〜
３
５
２
２
）

▼
北
広
島
山
岳
（
Ｏ
Ｂ
）
会

　

経
験
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
道
内

の
低
い
山
を
一
緒
に
登
り
、
道
草
を
し

な
が
ら
自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
登

山
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導
し
ま
す
。
春
・

夏
・
秋
に
月
に
２
回
程
度
、
日
帰
り
と

宿
泊
で
活
動
し
ま
す
。

＊
保
険
料
が
掛
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

合ご
う
だ田
（
☎
・
FAX

　

377
〜
４
２
５
１
）

▼
年
金
受
給
者
協
会
・
北
広
島
支
部

　

会
員
の
親
睦
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

多
彩
な
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

対
象　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の

受
給
者

内
容　

●
春
・
秋
２
回
の
宿
泊
旅
行

●
日
帰
り
温
泉
旅
行　

●
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
・
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
・
マ
ー
ジ

ャ
ン
大
会　

●
新
年
交
流
会
な
ど　

●

支
部
だ
よ
り
、
年
金
だ
よ
り
な
ど
の
刊

行
物
の
配
布

会
費　

年
額
２
２
０
０
円
（
夫
婦
割
引

あ
り
）

申
込
み　

伊い
と
う藤

（
☎
・
FAX

　

373
〜
５
６
４
３
）

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加

◆  「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
は
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
や
行
事
を
市
民
に
お
知
ら
せ

す
る
通
信
欄
で
す
。

◆
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
は
６
カ
月
に

一
度
の
掲
載
に
限
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
は
直
接
か
FAX

　

372
〜
５
１
１

５
、
電
子
メ
ー
ルkoho@city.kitahiro

shim
a.hokkaido.jp

（
ア
ド
レ
ス
が
変

わ
り
ま
し
た
）
で
情
報
推
進
課
へ
。
原

稿
の
文
章
は
、
１
団
体
最
大
２
４
０
字

（
15
文
字
×
16
行
）
で
す
。
最
大
文
字

数
の
範
囲
内
で
も
、
一
部
省
略
や
表
現

の
変
更
な
ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
を
提
出
す
る
際
は
、
日
時

や
電
話
番
号
な
ど
を
、
も
う
一
度
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
名
や
読
み

が
難
し
い
も
の
な
ど
に
は
、
必
ず
振
り

仮
名
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
に
掲
載
す
る

行
事
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
原
則

掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。



広報 北広島－2011.4.1

マイ
タウン
ニュース

マイ
タウン
ニュース

編集　ＮＰＯ法人ひろがり・北広島市情報推進課
発行　北広島市
〒 061-1192 北海道北広島市中央４丁目２番地１
☎ 011 (372) 3311（代）／ FAX 011 (372) 5115
　　koho@city.kitahiroshima.hokkaido.jp

＊
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

メール

2011（平成23年）.4.1
通巻933 号

　

３
月
始
め
、
外
は
ま
だ
一
面

の
銀
世
界
。
そ
ん
な
中
、
西
の

里
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、

春
は
ま
だ
か
と
ア
ザ
レ
ア
が
白

や
赤
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

卒
業
式
を
盛
り
上
げ
る
名
脇
役

と
し
て
、
色
鮮
や
か
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回行われています。困り事はないかなどの声掛けをす
るのも目的の一つです。
　農民研修センターに集まった地域のボランティアの
皆さんが、天ぷらやあえ物などを手際よく調理。出来
上がった弁当は、高齢者宅まで運び手渡します。いつ
も利用している三島の蔵谷愛子さんは、「いつも楽し
みに待っています」と笑顔で受け取りました。

も挑戦。花のよ
うに回るこまに
手をたたいて喜
びます。「孫と
遊んでいるよう
で、うれしかっ
た」と、元気を
もらったようです。

保護者10人が参加。ＮＴＴドコモの社員が、子どもを
出会い系サイトなどに誘う迷惑メールや、他人を中傷
したネットへの書き込みなど、使い方を誤ると被害者
にも加害者にもなる事例を紹介しました。「普段から
子どもが悩んだとき、相談しやすい関係を築いておく
ことも大事」という言葉に参加者は納得の表情。「参
考になりました」と、話していました。

　３月10日に西
部地区社会福祉
委員会が「久楽
の里」を実施し
ました。地域の
高齢者に手作り
の弁当を宅配す
る事業で、年７

　３月12日、総合体育館で行われた北広島ソフトバレ
ーボール連盟主催の市民ソフトバレーボール大会に、
市内外からの27チーム161人が参加しました。
　開会式後の練習時間から会場は熱気に包まれます。
選手は10～70代の幅広い年齢層で、４人１組の男女混
合と女性チームに分かれて熱戦を展開しました。
　大きな掛け声でボールを相手コートに打ち込むと、

「よっしゃ」の
声も。西の里の
女性は、「思い
切り声を出し、
体を動かすとス
トレスが発散で
きます」と楽し
そうでした。

　３月２日、広葉小学校の 4年生40人が、体育館でお
たっしゃ塾の皆さんに楽器演奏などを披露しました。
　おたっしゃ塾は、週３回同校の空き教室を利用し開
催されている、65歳以上が対象の介護予防ミニデイサ
ービスです。昨年、手づくりの夏祭りに３・４年生を
招待。そのお礼にと、子どもたちがこの会を開いてく
れました。紙皿や箸、色紙を使って一緒にこま作りに

　３月５日、子
どもたちが携帯
電話を安全に使
うよう、家庭で
の指導法を学ぶ
教室が中央公民
館で開かれました。
　小・中学生の

おたっしゃ塾＋小学生

高齢者への弁当宅配・久
クラーク

楽の里 　　　　北広島市民ソフトバレーボール大会

ケータイ安全教室




